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イントロダタション

完冬季~ネ土壬註等主と Lまイ可ァト
1996. 4. 26 
橋爪大三郎 神道は、宗教でない?! 

そんな日本が開国して明治の世となり、 「信教の自由」を外国に約束する羽田になりま

した。キリス卜教の布教は自由、しかし、天皇を中心とする明治政府への忠誠は確保した

い。そこで苦肉の策として、 「神道は宗教にあらず」とし寸政府の公式見解が生まれまし

た。このアイデアを考えたのは、井上哲次郎という東大哲学科の教授ですが、神道は宗教

ではないのですから、キリスト教徒にも仏教徒にも、天皇崇拝を強要できる。軍人勅諭も

教育勅語も、そうして可能になります。こうして、国家全体が宗教化・兵営化する可能性

(つまり、大東E戦争の可能性)がととのったわけです。
「神道は宗教でなしリ、のはなぜかつ それは神道が、日本人の生活や風俗・習慣に溶け

こんでいて、特別にそれを信じるまでもなし1からだといいます。でもそれを言えば、イス

ラム教だって生活に溶けこんでいる点では同じでしょう。江戸時代まで日本人は、神も仏

も一緒くたに信じていたはずですが(神仏j昆清)、そんなことは棚にあげた詑弁がまかり

通った。神道が宗教になった(国家が神道と分離した)のは、日本が戦争に負けて、 GH
Qがそう命令したからなのです。日本国憲法にも盈整盆墜の原則がうたわれました。

講義を始める前にい-

1.宗教」とは何だろうか、自分なりの考えをまとめてみよう。

2. 宗教社会学」とはどういう学聞か、なかみを想像してみよう。

宗教は、社会構造である

社会学は、社会現象を科学的に解明する学問です。

社会は、大勢の人間の集まり。そして社会現象とは、それら人間の相互行為が複雑に絡

まりあったものです。あまり複雑すぎて、どこからどう説明してよいのか、手がつけられ

ない。そこで、説明の便宜のため、社会現象のなかの相対的に安定した(変化しにくい)

部分、すなわち、社会構造にまず注目するのが普通です。社会構造を説明変数とみなし、

それを前提として人びとの行為を説明しよう、と考えるのです。

社会構造の例として、さまざまなものが考えられます。人びとの行動をノfターン化する

(予測可能にする)ものは、みんな社会構造ですから、法律、制度、役割、文化、規範、

組織、慣習などが含まれます。そうして宗教も、社会構造である! 社会構造の中でも、

もっとも重要な社会構造であると言えるのです。

日本人はなぜ、宗教を軽蔑する?

日本人は、ひとくちで言えば、宗教を“軽蔑"しています。 “苦しいときの神頼み"と

いう諺があります。宗教を信じるのは「弱い者J r女こどもJ r病人J.…と相場が決ま
っていて、立派な大人は宗教と縁がないものということになっています。

日本人はこれが当たり前だと思っているので、あまり意識しません。でも、そうなので

す。そしてそれは、江戸幕府の政策、そして明治政府の政策のせいなのです。

幕府は、布教して信者を増やすなど一切の宗教活動を禁止しました。そのかわり檀家制

度をつくって、僧侶の収入を保証しました。葬式さえやっていれば、生活に困らない。そ

ういう環境を用意し、僧侶を堕落させようとしたのです。これが効果をあげ、民衆は僧侶

を尊敬しなくなりました。信仰の単位は個人でなくて「家」なので、 “うちの宗旨は何だ

っけ"という宗教的無関心も生まれました。明治政府は、檀家制度を温存するいっぽう、

神道を強要して(それ以外の宗教は危険視して)天皇の絶対化をはかりました。そういう

歴史が尾をひいて、日本人の頭に巣くっているのです。

マックス・ヴェーパー(Max Weber 1864-1920)の宗教社会学
マックス・ヴェーパーという偉い社会学者(どれぐらい偉~¥かというと、カール・マル

クスを除けば、後にも先にも彼より偉い社会学者はいない、というぐらい偉いのです)が

おりまして、宗教に注目すると、歴史上現れたさまざまな社会を見事に分析できるという

ことを示しました。特に有名なのは「プロテスタンテイズムの倫理と資本主義の精神Jと

いう論文ですが、彼はここでキリスト教、なかでもプロテスタン卜に特有の「禁欲」の考

え方が、資本主義経済の成立にとって不可欠だったという、驚くべき結論を示しました。

「禁欲」すなわち欲望を否定したはずが、反対に、利潤追求を目的とする資本主義が生ま

れてしまったという点が驚くべきなのです(そのロジックは、のちに検討します)。

ヴェーパーは、世界中の宗教を比較し、各国社会の差異を解明する道を聞きました。宗

教は、その社会の社会構造になっていますから、これを補助線にすると、その社会のこと

を統一的に解明できるのです。こうした宗教社会学は、民族問題が噴出するポスト冷戦時

代の国際社会を理解するために欠かせない、基本的情報を与えてくれるのです。

日本人は、宗教について無知だ

日本人は宗教を軽蔑しているくせに、宗教について無知です。滑稽なことです。学校で

もどこでも、宗教のことを学ぶチ γンスがなし、からなのですが、何とかすべきです。

こんなことがありました。私の友人のところに、霞が関から深夜電話がかかって来まし

た。 r地球環境の国際会議で、条約の案文に stewardshipと書いてあるけれど、何のこと
がよくわからない」というのです。困った役人は、ロンドンから本省に電話し、本省でも

誰もわからなかったので、とうとう友人のところに電話がかかってきました。

stewardshi pは「管理責任」と訳しますが、神が世界を創造したあと、その管理を人間
に任せたという聖書の記事が背景になっています。要するに、人聞が自由に自然を利用・

改造していい(だから責任もある〉という考えですが、ここから品種改良や捕鯨禁止や生

物の多様性保護といった考え方が出てきます。驚くべきなのは、日本の一流官庁や国際交

渉の担当者が、欧米社会の行動の根底にある哲学・宗教について、基本的なことを知らな

いという点です。日本人は、人間も自然の一部と考えるので、 stewardshipの考え方はな
じまない、文案から外してくれ、と交渉することも考えつきませんでした。

「宗教」という言葉は、明治時代の発明品

さて、宗教と言うとなんとなくわかった気がしますが、いざ定義しようとするとむずか

しいのです。私自身はいろいろ考えた結果、宗教を、 「ある自明でないことがらを前提と

してふるまうこと」と定義しているのですが、ここではそれと関連して、 「宗教」という

言葉の意味を探ります。

「宗教」という言葉は、英語の religi 0日の訳語として、明治時代に発明されたもので
す。西洋文明にとって、 religionと言えばまずキリスト教。そして、本家にあたるユダ
ヤ教と、姉妹宗教にあたるイスラム教のことです。ギリシャ・エジプ卜の宗教や、ヒンド

ゥー教、仏教、儒教は、その他大勢(偶像崇拝)の扱いです。

江戸時代、 religionにあたる言葉は「宗門」でした。具体的には、天台宗、真言宗以
下、幕府が公認した仏教の宗派を指します。キリスト教は「切支丹」で、邪宗門の扱い。

儒教は「儒学」とよばれ、宗教として意識されていませんでした。 r宗門人別帳」が戸籍
の代わりになっていたぐらいで、日本人は原則として全員仏教徒だったのです。

エホバの神 vsアラーの神?! 
日本人がどれだけ宗教のことを知らないか、炉IJをあげて説明しましょう。

日本人がそれでも比較的詳しいのが、クリスマスで、おなじみのキリスト教。それと、歴



史と伝統のある仏教、漢文の時間に習う儒教です。

ではまず、キリスト教。キリスト教の神は、 「天にまします我らの父」ですが、ではユ

ダヤ教の神はなにかつ エホバ(ヤーウェでもよい)の神。はい、正解。イスラム教の神

は? アラーの神。はい、よろしい。それでは、なぜこの三つの宗教は仲が悪いのか?

それは、どれも一神教で、それぞれエホバの神、父なる神、アラーの神を信じているため

に、本当の神はどれかをめぐって争いになるからーーと考えていませんか。

それは、おお間違い。神が、三人いるわけではありません。エホバとは being(ありで

ある者)という意味で、名前ではなし、。アラーも「神Jという普通名詞で、名前でなし、。

一神教では神は一人だけなので、名前は必要ないのです。つぎに、この三つの神は同一人

物。エホバ=父なる神=アラーなので、す。このことは、ユダヤ教徒、キリスト教徒、イス

ラム教徒にも十分意識されています。知らないのは日本人だけです。

こういう基本的な事実をおさえないで、キリスト教のことがわかっていると言えるでし

ょうか。キリスト教の理解には、ユターヤ教、イスラム教との比較が欠かせないのです。

人聞は死んだら仏になる?!

つぎに、日本人が仏教を理解しているか? 人聞が死んだらどうなるか、日本人にきい

てみます。すると、幽霊(魂)になって、しばらくその辺にいるのではないかな、と答え

る。それからどうなるつと聞くと、三途の川を渡って、極楽に行き、仏さまになる。これ

が平均的な回答だと思います。 rお陀仏Jというくらいで、人聞は死んだら仏になると思
っているのです。

インド人にこういうことを言うと、笑われます。仏教は輪廻の思想を前提にしています

から、死んだらもう一度、生まれ変わる。浄土宗が「極楽往生」の思想を広め、それが日

本古来の霊魂観とご‘っちゃになって、 「死んだら仏になる」という通念が生まれました。

これはもともとの仏教と何の関係もありません。

こうした誤解はキリスト教にもあって、 「人聞は死んだら天国に行く」という俗説がま

かり通っています(rマッチ売りの少女』の影響でしょうか?)。 神の国は、生きた人間
の行くところで、神だってやっぱり生きています。死んでしまった人聞はわざわざ復活し

て、最後の審判を受け、神の許し(救い)を受けた者だけが神の国に入る。これが正統な

キリスト教の死生観です。

日本の神は死者の神

そもそもこういう誤解が生じるのは、日本古来の伝統にあります。イザナギは、妻のイ

ザナミが死んで黄泉の国に行ったので、追し、かけて行きました。神も死ぬのです。日本に

は八百万の神々がいますが、たぶんいまはもう死んでいる。神ばかりか、人間も死ぬと、

神社に把られたりします(菅原道実、徳川家康、明治天皇、靖国の英霊、一…)。 日本の

神は、死者であり、死者たちの神です。キリスト教の god を「神」と訳したのが、そも
そもの誤解のもとでした。

日本人は、神々の子孫です。従って神々は、目本人の祖先です。祖先であるからには、

死んでいます。日本の神々は、日本の島々や、自然や、農作物や、目本人を「産みJまし

た。いっぽうそれに対して、一神教の神は、この字苗と人聞を「造り」ました。神の命令

で、人聞は死ぬのです。神自身は、生きており、永遠に生き続けます。ヤーウェもアラー

も、くりかえしこの点を強調します。

日本は儒教国家だったか

それでは、儒教はどうか?

江戸時代、幕府は儒教を奨励し、武士は儒教を学びました。江戸三百年の思想といった

ら、儒教しかないくらいです。明治時代の教育勅語にも影響を与えましたし、今でも『論

語』の大好きな社長さんが沢山います。ですから、かつて日本は儒教国家だったのではな

いかと思うひとがいても無理はありません。

日本は儒教国家だったか? 儒教の本場である中国が、そう思ったことは一度もありま

せん。李氏朝鮮は、真面目に儒教国家を建設し、科挙を取り入れ、文人官僚(両斑ゃんはんと

いいます)が政治をし、家族制度や風俗習慣を儒教の古典に合わせて改めました。朝鮮は

儒教化の進んでいない日本を、野蛮な国だと考えていました。中国=父、朝鮮=兄、日本

=弟、これが当時の東アジアの秩序です。 (Q:そんな日本が明治になって「脱亜入欧」

と言い出したら、中園、朝鮮の人びとはどう思うでしょう。)

日本は朝鮮と違って、政治制度や風俗習慣を儒教の原則に合わせて変えることはしませ

んでした。儒学者のなかには、科挙を実施しよう、儒教の儀礼を行なおうと主張する者ち

いましたが、科挙の実施は、江戸幕府の権力(幕藩体制)を否定することにほかなりませ

んから、あまりに非現実的です。日本人は、 『論語』のような精神訓話が好きなだけで、

儒教の儀式・制度にしたがって、冠婚葬祭も、政治も、何もやりませんでした。儒教でい

ちばん大事なのは制度(それら政治制度)なのです。それを拒否したのですから、日本は

儒教国家ではありえません。

日本人は、儒教を“思想"だと受け取りました。しかし儒教は、社会を実際に運営する

ための“マニュアル"なのです。この点を理解しない日本人は、儒教を誤解しています。

宗教社会学とは伺か

実例はらうこれぐらいでいいでしょう。

日本人は要するに、宗教音痴なので、す。宗教を必要とせず、世界の主要な宗教にも無理

解なまま、二千余年の歴史を過ごしてきました。このまま国際社会を生きていくのは、大

変危険です。

日本人が、宗教社会学を学ぶとしたら、それは、 “どこそこの偉い宗教学者がこうこう

言った"というたぐいの知識を詰めこむことではありえません。そうではなくて、日本社

会はなぜ宗教を拒否するのか、この社会の構造はなぜ宗教によって与えられないのかを、

ほかの民族、ほかの社会と比較するなかから解明することにほかなりません。日本人が自

分たちの社会を自己理解する、それが、宗教社会学を学ぶ本当の目的です。(もちろん、

外国の受講者の方々にとっても、この学聞はきっと有益なはずです。)

ここまでの講義を聞いて、あなたが宗教社会学を学ぶのはなぜか、その目的を自問自答

してみましょう。自分が何を知りたいのか、その目的意識をはっきり持てば、これからの

授業が面白く、また有意義なものとなるはず、で、す。

ここまでの講義を聞いて…・・

1 .自分はなぜ宗教社会学を学ぶのか、その目的を、まとめてみよう。

2 主遼の号|いである言葉や文章について、自分の言葉で説明してみよう。
、ーーーーーーーーーーーーーーーーーーー・ーーーーーーー・ーーーーーー、.-ーー・----ーーーーーーーーーーーー'一ー'ーーーーーーーーー・ーーーー-ーーーーーーーー'

【参考図書】

橋爪大三郎 1986 r仏教の言説戦略』勤草書房。 1989r冒険としての社会科学』毎日新聞
社。呉智英・橋爪大三郎・大月隆寛・三島浩司 1996 Uオウムと近代国家』南風社。

*次回(5月10日)は、 「古代ユダヤ教.契約と律法Jを講義します。プリントを先渡し
しますから、あらかじめ目を通してきて下さい。

食アンケー卜を配りました。授業の参考にしますので、自由に記入して下さい。

食毎回のレジュメ余りは、西4号館603橋爪研究室の前に置いておくので、取って下さい。
食任意レポートの提出先は、教室または、西4号館3階入口脇の郵便受(橋爪)です。

食質問があれば適当な紙に書いて、同じく教室または西4号館の郵便受に提出して下さし、。



96東工大文系基礎科目
宗教社会学 (前期)②

1目的(ユダヤ敏〉の世界
事芝系勺と争章宇去

キーワード…ー契約、律法、救済、預言、終末、パリサイ派
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ユダヤ教とは何か

ユダヤ教とは、どんな宗教でしょうか?

1996.5. 10 
橋爪大三郎

キリスト教がユ夕、ヤ教から分かれてきたという程度の知識はあっても、日常あまりユダ

ヤ人に接する機会のない日本人には、よくわかりません。ナチス・ドイツによるユダヤ民

族の大虐殺(ホロコース卜〉。 むしかえされるユダヤ人陰謀説。シェークスピアの『ウ'エ

ニスの商人』のシャイロ ックのイメージ(これこそ、キリスト教徒の偏見の典型です)も

重なって、よくわからないが変な人びと、という印象がひと り歩きしています。そのいっ

ぽうで、マルクス、フロイト、アイ ンシュタイン、レゥーィ=ストロース、チョムスキーら

天才的知識人を続々と生み出した、尊敬すべき民族でもあります。

ユダヤ教を理解すれば、キリスト教=西欧文明の全体像も明らかになるのです。

古代文明は、都市国家から始まった

ユダヤ教の生まれた当時のオリエン卜一帯は、ほかにもさまざまな宗教を生みました。
そしてその背景となったのは、古代の都市国家文明でした。

「都市国家」と言っても、ピンとこなし、かもしれません。日本には、都市国家なんてな

いからです。四大河J11 (チグリス・ユーフラテス、ナイル、インダス、黄河〉流域の古代

文明は、みな都市国家を形成しました。ヨーロッパやアメリカ大陸にも、都市国家があり

ました。日本だけに、それがない。このことが異常なのです。

さで、大きな河川|の流域は、農耕に適しています。まっ平らですから、溝を掘れば濯概

も簡単です。そこで栽培植物 (小麦〉が伝わると、たちまち集落が形成されました。土地

が肥沃で生産性が高いので、農民たちには、職人や神宮、軍人を養う余裕が生まれ、社会

階層の分化が進みます。同時に、土地の争奪をめぐる民族紛争が常態化し、集落は周囲を
城壁で、囲って要塞化しました。これが、都市国家です。

都市国家には、 ①城壁をもっ (要塞)、②統治機構と軍隊をもっ、③神殿をもっ、④文

字・暦法・算術・法律などをもっ、といった特徴があります。この段階以降の人類文化を
「文明Jとよびます。

都市国家の戦争は、皆殺しが原則

農耕の適地は限られていましたから、土地の争奪戦は過酷を極めました。外敵が現れる

と、住民は城壁の内側に龍もります。外敵は域壁を取り囲み、 2年でも3年でも兵糧攻め
をします。ついに城壁を崩したら、中の住民は女も子供も皆殺しか、さもなければ奴隷と

なるのが決まりでした。都市も完全に破壊し(平らにし)て、その上に新たに自分たちの

都市国家を建設します。中立はありえないので、全員が総力で戦いました。 (Q:日本に
このような総力戦があったでしょうか?)

安全のため、都市国家は攻守同盟を結びます。その際、互いの神を紀る祭把同盟のかた

ちをとるので、神殿は多神教的となります。また、強大な都市国家を中心吉亨Z吾国も現
れ、多くの都市国家を従えて広い版図を誇りました。帝国への貢ぎ物(税)と軍事的義務

を果たす代わりに、自治と宗教の自由を認めてもらうのが当時のやり方です。

古代ユダヤ民族がユダヤ教を生み出した背景に、こうした当時の厳しい国際情勢があっ

たことを忘れてはなりません。

族長時代のユダヤ民族

ユダヤ民族の歴史は、 『聖書』やさまざまな考古学的資料から知ることができます。

ユタヤ民族は、セム族のーグループで、アブラハムを伝説的な祖先とし、紀元前2000年
頃歴史の舞台に登場します。最初は羊の群れを追う遊牧民、 のち定着農耕民となります。

遊牧時代のユダヤ民族は、産量の統治する部族制をとり、祭市巴も族長が行ないました。

「創世記Jによれば、 77"'5ここ全は神の声を聞き、ユーフラテス下流の都市国家ウルを

出て、ハランを経由したあと、主土と (いまのイスラエjレ)の地にたどり着きます。神は

この地を、アブラハムの子孫に与えると約束します。アブラハムの妻サラは、石女でした

が、神の使いの預言によって男子 (-1之之Jが生まれます。だが、イサクが成長したある
日、アブラハムはイサクをモリヤの丘で犠牲に捧げるようにとの神の芦を聞きます (-1竺

クの犠牲)。 悩んだ末、祭壇を築いていざ命を奪おうとしたとき、神の使いが現れてアブ

ラハムの信仰を祝福します。イサクはハラン出身のリベカと結婚し、エサウとヤコブの双

子をえます。母リベカに愛されたヤコブ(別名イスラエル)は、兄エサウと偽って父イサ

クの祝福を受け、長子権を奪います。ヤコブは4人の妻と12人
の息子をえますが、最愛の妻ラケルの子ヨセフを大事にしまし

た。残る息子たちは妬んで、ヨセフをエジプ卜行きの隊商に売

渡し、父には死んだと嘘をつきます。ヨセフはエジプ卜で大臣

となり、飢謹のためエジプトにやってきた父・兄弟と再開。以

後、ユタ'ヤ人たちはエジプ卜に住むことになるのです。

モーゼと十戒
「出エジプ卜記」によれば、エジプ卜で奴隷の境遇に甘んじ

アフラノ、ム

イサク

トー「
ヤコブ

ヨセフ

ていたユタ‘ヤ民族を救うために、モーセが誕生します (紀元前13世紀の初め頃)。 モーセ
はファラオの王女に育てられますが、ユダヤ人の奴隷を鞭打っていた役人を打ち殺してし
まったため追放されます。そしてシナイ半島に逃れ、 ミデアン人の娘と結婚し二人の子供

をもうけます。ある日ホレブ山に登り、神の啓示を受けたモーセは、エジプトへ戻り、数

々の奇蹟を起こしてユタJヤ人を脱出させることに成功します。ファラオはこれを追います

が、モーセは海を分けて民を通らせ、追手の戦車は海に呑まれました。ユダヤ民族はその

あと、荒野を40年も{方建うことになります。モーセはシナイ山で、神から石板に刻んだ十
戒を授かり、契約の箱に納めてこれを敬います。老いたモーセは、カナンの地を目の前に

して息を引取り、代わってユダヤ人を率いるのはヨ シュアでした。

カナン地方への定着

ヨシュアの率いるイスラエルの民は、まず都市国家エリコを攻略します。契約の箱を担

いで城壁の周りを七固まわると、城壁は崩れ落ちました。次にアイの町も攻略したあと、

シケムの地に祭壇を築いて、十二部族の代表が主なる神への服従を誓い、宗教同盟を成立

させます (シケムの誓い〉。 ヨシュアはカナンの地をつぎつぎ平定したあと、十二部族ご

とにそれぞれ土地を分け与えました。定着農耕の時代の始ま りです。

定着後も遊牧時代の族長制は維持されましたが、指導者となったのは士師(judge) と呼

ばれるカリスマ的な軍事指導者で=した。ユダヤ人たちのあいだに、カナンの先住農民のパ

アル神信仰が浸透してきますが、士師たちはこれに反対し、外敵と戦います。タボル山で

シセラの軍を破った女士師デボラ、三百人の手勢でミデアンの大軍を破ったギデオン、ぺ

リシテ人と戦い、美女デリラに輔された怪力サムソンらの士師たちか有名です。

王国の栄華

優勢なぺリ -ンテ人を前に、ユダヤ民族は強力な王を持望するようになります。このとき

預言者主土三止が出て、ベンヤミ ン族の若者サウルに油を注ぎ、イスラエル初代の王とし

ました。サウルは息子のヨナタ ンと共に、各地を転戦しますが、次第に人望を失っていき

ます。代わって王位についたのは、サムエルに泊を注がれた金髪の巻毛の羊飼いの少年、

之ζZでした。ベツレヘム出身の夕、ビデはサウルの王富に仕えていましたが、軍功をサウ
ルに妬まれ、手勢を率いて荒野に逃れます。そしてサウル父子が戦死すると、族長たちに

推されて王位に就きます。ダビデはエルサレムを攻略して都と定め、詩篇に収められてい

る多くの詩をよみました。その子ソロモン王は、エジプ卜と同盟し、エルサレムの神殿を

築き、イスラエルの黄金時代を築きます。ソロモンの死後、王国は北のイスラエル王国、

南のユタ'王国に分裂します。以上は、紀元前11世紀半ばから百年あまりの出来事です。
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王国の分裂と、パビロン捕囚

分裂したあとの北王国には、再びパアル神崇拝などが復活します。すると預言者エリヤ

が出て、アハブ王の妃イゼベル(フェニキア出身)に従うパアルの祭司四百五+人妄語蚕

します。まもなくア ッシリア帝国が興って、首都サマリアは大軍に包囲され、北王国は滅

びます(BC710年頃)。 そこに住んでいたユダヤ民族は連れられて行方才¥明となり、歴史の
舞台から姿を消しました。無人の地となったサマリア一帯に、アッシリアは他の民族を入

植させ、彼らの一部はユタ‘ヤ教に改宗してサマリア人と呼ばれるようになります。

南のユダ王国にも危険が迫ります。紀元前 622年にヨシヤ王が、エルサレムの神殿を改

修したところ、律法の書が「発見」され、ユダヤ教復興の運動かず始まります。しかし新パ

ビロニアが興って、同 586年には南王国も滅ぼされ、人びとはパビロニアに連行されます
か〈ビロン捕囚)。 異郷での生活は50年続きますが、ぺルシャ王クロスが新ノ〈ビロニアを

滅ぼしたため、ユダヤ民族は解放され故国に帰ることを許され、神殿を再建します。

預言者たちの活動

こうした苦難の時代、多くの預言者が現れて民を導きました。

古代の宮廷にはたいてい、超能力をもった予言者が王に仕えていました。ユダヤ教の預

亘童はそれと違って、①民間人であり(権力と距離をおき)、②必ずしも教育ある人物で

なく、③神のことばを聞いて警告を発する、という特徴があります。サムエルは弟子をひ

き連れ預言者の集団を形成していましたが、単独のアマチュア預言者も現れ始めます。た

とえばZ主三は、南ユダの牧人で、サマリアに現れ北王国の滅亡を預言したが、発言を禁
じられたため、預言を書物 (アモス書)に残しました。ヤーウェを信仰しないなら南王国

も滅びると預言した、エルサレム貴族階級の第一イザヤ、同じくエルサレム滅亡を預言し

たミカ、パビロニアから七十年で帰国できると預言したエレミヤ、神殿再建によるユダヤ

民族再生を預言したエゼキエル、らがつぎつぎと現れます。特に、ヤーウェが唯一の神で

あると世界に知らせるため、他人の罪を負って苦しむ凶ヤーウェの僕"が現れるとする第

二イザヤの預言は、イエス=キリス卜を先取りするものとして重要です。(イザヤ書1-39
章は第一イザヤ、 40-55章は第二イザヤ、 56-66章は第三イザヤの預言で、す。)

わした宗主権契約がモデルらしく、ヒッタイト王国で発掘された文書が、 |日約の契約とそ

っくりです。上下の契約とは、日米安保条約みたいなものと思えばよいでしょう。上下で

も契約であるからには、双務的です。ユタFヤ民族は偶像を拒み、ヤーウェ以外の神を信仰

しません。神はその代わりに、ユダヤ民族の安全と繁栄を保障します。契約は、ノアの契

約、アブラハムの契約、モーセの契約、ダビデの契約・・・・・と繰り返し結ばれ、その内容が

律法(英語では l側、すなわち法律)です。聖書は、この契約をしるす書物なのです。

一天聞はしばしば神に背きます。そのままだと神の怒りをかい、滅ぼされてしまいます。

そこで預言者が現れ、人びとに契約を守るよう警告する仕組みになっているのです。

『旧約聖書』の成立ち
キリスト教徒は旧約、新約の二つの聖書を持っていますが、|日約聖書はユダヤ教の聖書

です。ユダヤ教で、は最初の五つを昌見して、 トーラー(モーセ五書)と言います。

創世記、出エジプト記、レビ記、民数記、申命記 ・…・・卜ーラー

ヨシュア記、士師記、 jレツ記、サムエル記上・下、子1)王紀上・下 ……前期預言者

イザヤ書、エレミヤ書、エゼキエル書 ...・..後期預言者

ホセア書、ヨエル書、アモス書、オノ〈デヤ書、ヨナ書、 ミカ書、ナホム書、

ノ，/-<クク書、ゼパニヤ書、ハガイ書、ゼカリヤ書、マラキ書 ・・…・十二小預言者

詩篇、篇言、ヨブE己 雅歌、ルツ記、哀歌、伝道の書、エステル記、 ダニエル書、
エズラ記、ネへミ ヤ記、歴代志よ・下 ...…クトゥービーム

以上はユタ。ヤ教の『聖書~ (タナノサの構成ですが、キリスト教の FI日約聖書』は配列
が多少異なります。

古代ユダヤ教の成立

『聖書』は、ユダヤ民族の歴史を記述したもの。しかし、それがどこまで歴史的事実か

となると、アブラハムやモーセの実在は疑うべきでしょう。創世記の成立は新しく、 バビ

ロン捕囚の後と考えられます。遊牧民であったユダヤ民族が、カナンの地に侵入して定着

したこと、士師の時代をへて王制に移行したことは確実な史実でしょう。

へブライ語は母音を書かないので、 YH附はエホノくとも、ヤーウェとも読めます。 r有
りて有る者Jの意味。 ふだんはその呼び名を避けて、 「主」と言います。ヤーウェは嫉妬

ぶかい怒りの神ですが、もとはシナイ半島辺りの戦争神で、それを、カナンに侵入するユ

ダヤの各部族が共同で紀ったものと考えられます。

ユダヤ教が形を整えたのは、ヨシヤ王の改革以後のこと。聖書の編纂も進み、祭儀より

も律法を重視する方向が打ち出されます。

イエスの時代には、三つの派が対立していました。サドカイ派は、エルサレムの神殿で
祭儀をもっぱら行なう世襲的な祭司階級で、現状維持の保守的なグループです。パリサイ

盗は、祭司と同じ厳格さを互いに要求する平信徒の集団で、律法を重視し、教育のための

会堂(シナゴーグ)を各地に建てました。エッセネ派は、 「義の教師」に導かれ“新しい

契約"を結んだ人びとで、財産を共有し終末を信じ、洞窟で祈りの生活を送りました。イ
エスはユダヤ教徒で、エッセネ派に近かったと考えられます。

そのほか、暴力に訴えても律法を死守すべきだとする過激派の熱心党(ゼロータイ)が

おり、ローマ軍を相手に武装闘争を繰り広げました。

神殿の再建とヘレニズムの時代

捕因された南王国の人びとは、北王国の二の舞いを恐れて結束を固め、食物規制や安息

日など、バビロニアの習慣と異なる民族伝統を強化しました。帰国ののち、預言者ノ、ヵーィ

とゼカリヤの激励のもと、第二神殿が再建されます。エズラ、ネへミヤらの指導でユタ'ヤ

民族、は、祭司を]頁去とするエルサレム神政共同体に組織されました。祭司たちの会合であ

る長老会議が自治を行ないました。

アレキサンドロス大王の征服以後、ギリ シャ文化の影響が強まり、ユダヤ教が禁止され

たり、ギリシャの偶像が立てられたりしました。紀元前2世紀の初めにはエジプトの勢力

下に入り、 BC63年にはローマの属州となるなど、混乱の時代が続きます。ハスモン王家が

この問、民族主義的な抵抗を続けましたが、とうとうそれに代わって、イドゥメア人のへ

ロデ大王がローマの支持を受けて王位に就きます (イエス在世当時のへロデ・アンティノぐ

ス王は、その息子です)。 しかし、AD44年に王制が廃止になってローマが直接統治するよ

うになると、歴代ローマ総督は皇帝崇拝を強要するなど失政を重ね、反乱が続発しました。

ローマは大軍を派遣し、 AD70年にエルサレムが滅亡、 3年後にはマサダ要塞で抵抗した部

隊も全滅し、ユダヤ民族は以後二千年、故国なき民として世界に離散します。

口参考文献口

犬養道子 1977 r増補版 旧約聖書物語』新潮社
共同訳聖書実行委員会 1978 r新約聖書共同訳・全注J講談社学術文庫 318
山形孝夫監修 1986 WCOLOR BIBLE聖書 (全8巻)J小学館

石田友雄 1980 fユダヤ教史J (世界宗教史叢書4)山川出版社

マックス・ウーェーハー 1962 r古代ユダヤ教』みすず書房

契約と しての宗教

ユダヤ教 (キリスト教、イスラム教)で理解しにくいのは、神との契約の考え方です。

もともと遊牧生活を送る部族社会では、契約が重要です。家畜を預ける、商売する、結

婚する、すべてが契約。定住していないので、契約で相手との信頼関係を確実にしておか

ないと安心できません。

一般に契約は、対等の関係で=すが、神との関係は上下の契約です。古代帝国が属国と交

1:r次回は、 「キリスト教とは何かJを講義します。プリ ントを読んでおいて下さい。
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キーワード …ーキリスト、愛、神の園、罪、復活、公会議、三位一体

1996.5.17 
橋爪大三郎

、・---一一ーーーー・ーーーーーーーーーー----ーー一一一一ーーー ・・ ーー一ーーーーーー ー--・・・ーーーーー一一ーーー・ー・ーーーーーーー ーー・ー'

キリスト教とは何か

クリスマスを祝い、教会で結婚式を挙げる日本人。キリスト教について、最低限の知識

はあるようです。しかし、本当にキリス卜教を理解しているのかとなると心許ない。

日本人のうちクリスチャンの割合は、カトリックとプロテスタントを合わせても人口の

約3%程度。 3百万人あまりで微々たる人数です。いっぽうお隣りの韓国は、数十年前で

こそ人口の10%そこそこでしたが、その後どんどん増え続け、いまでは国民の半分近くが
クリスチャンです。 日本人はどうやら、キリスト教をどこかで拒否しているらしい。

私の知人のKさんは、敬度なクリスチャンの友人が末期の癌で入院したので見舞いに行
きました。友人が「死ぬのは嫌だ」と騒ぐので、 Kさんが、 「お前は神の信じ方が足りな
い。いずれ復活するのだから安心して死ね」と叱りつけたところ、奥さんが出てきて「何

も病人にそこまで言わなくても」と恨まれたそうです。クリスチャンにしてもこの通り。

キリスト教は、イエスが現れたところから出発しました。イエスを神の子・キリストと

信ず.る人びとがユダヤ教から分かれ、キリス卜教が始まります。そこでまず、イエスの生

涯について要点をまとめ、そのあとでキリスト教の構造を理解しましょう。

イエスの生涯

イエスの記録は、 『新約聖書』の福音書に書いてあることがすべてです。福音書は、初

期のキリスト教会に伝わった伝承をまとめたもので、マタイ、マルコ、ルカ、ヨハネによ

る4書があります。このうち、はじめの3書は内容が似通っているので、共観福音書とい
います。なかで=もマルコ福音書が素朴で、もっとも古L、かたちをとどめています。(来週

上映予定の「奇蹟の丘Jはマタイ福音書そのままなので、ぜひ読んでおいて下さい。)

福音書以外に記録がないので、歴史的イエスの実在を疑う人もいます。しかしクリスチ

ャンは当然実在を信じていますから、われわれも実在を仮定して話を進めましょう。

イエスは、ガリラヤ地方のナザレの町に、紀元前4年頃生まれました。父は大工のヨセ
フ、母はマリヤ。子供時代からシナゴクで、ユタ.ヤ教の教育を受けたと考えられます。二

十歳前後のことはよ くわかりません。家を出て、洗礼者ヨハネの洗礼を受けます。(洗礼

者ヨハネは荒野で皮ごろもを着、イナゴを食べていた預言者で、 「悔い改めよ、神の国は

近づいた」と説きました。のちにヘロデ王に捕らえられ、王の娘サロメの求めで首を斬ら

れます。) そのあと、荒野におもむき、試練を受けます(サタンの誘惑)。

人里に出たイエスは、漁師のペテ口、アンドレアスの兄弟ら、十二人を次々と弟子にし

ます。そして、病人を癒し、水の上を歩き、わずかな食べ物を大勢に分け与えるなど、か

ずかずの奇蹟を行ないます。群衆を前に「貧しい者は幸いである」など説教をします(山

上の垂訓〉。 また、巧みな喰えによる数々の説教をし、パリサイ人やサドカイ人と論争を

しました。ローマへの税金をめぐって「カエサルのものはカエサルへ、神のものは神へJ

と答えたのは有名です。ペテロに「ペテロ (岩)よ、お前の上に教会を建てよう。そして

お前に天国の鍵を授けようJと告げ、ペテロを初代の教皇に任じます。

イエスの最期

イエスはエルサレムでも説教をし、長老たちの反感を買い、最期を予期します。ゲッセ

マネで弟子たちと塁益金壁窒をとり、弟子ユタPの裏切りによって逮捕されます。ペテロは

見とがめられ、三度「イエスを知らないJと言います。イエスは最高法院で裁きを受け、

死刑の判決を受けます。総督ピラ卜はイエスを尋問し、過越の祭の慣例で囚人ひとりを釈

放しようと言います。民衆はイエスでなくわえラハを釈放せよJと叫びます。イエスは茨

の冠を被せられ、ゴjレゴタの丘で r1 NR 1 J (ユタヤの玉、ナザレのイエス)と記された十
字架にかけられます。 r主よ、なぜ見捨てたもうのですか・ ・」という詩篇の一節 (22-1
熱烈な神の讃歌)を叫んで¥息絶えます。遺骸は母マリアらが引き取り、洞窟に埋葬します。

三日ののち、イエスは復活し、弟子たちのところに現れ、そして昇天します。

預言者としてのイエス
以上は、福音書に書いてあることですが、歴史上のイエスがどんな人物だったかを考え

ようとすれば、復活や昇天など、付加的な部分を割り51かなければなりません。
まず、当たり前のことですが、イエスはユダヤ人で、ユダヤ教徒でした。そして、預言

者のように活動しました。彼は決してキリスト教徒ではありませんでした。

ここで、ユタeヤ教の預言者について復習しておきましょう。預言者は、本人の意志と関係

なく神に選ばれてなるもので、特別の学識・訓練も必要ありません。そして権力者や人民

に向かつて、神の言葉 (警告)を伝えます。人びとは、彼の言葉が神から出ていると思え

は1皮の言うことを聞き、そうでなければうち殺します。小室直樹博士は、預言者の社会的
機能を、システム理論の用語で「ビル卜・イン・スタビライザーJ (社会があるべき状態

を逸脱したとき、それをあるべき状態に戻すための制御メカニズム〕と呼びました。

イエスの権威

イエスの説教を聞いた人びとは、イエスが《権威ある者のように教えたので驚いた》と

いいます。これを、イエスが急にいばったので・ひeっくりした、などと誤解しないように。

権威(authority)とは正しさの規準であることで、本来は神の性質です。イエスが神(か
ら)の言葉を語ったので、人びとは驚いたのです。

イエスは病人を直し、死者を更生らせ、水の上を歩くなど、かずかずの奇蹟を起こしまし

た。奇蹟はよ く、 オカルトや超能力と混同されます。しかし奇蹟は、預言者が神の権威を

背後にしていることを証明するためのもので、むしろ、超能力やオカル卜現象がありえな

い (自然は厳格に自然法則に従う)ことを前提とする考え方なのです。

イエスの教え

イエスは rr日約聖書』を縦横に引用し、独創的な比喰をまじえて説教しました。そのテ
ーマをひと くちで言えば、 「愛Jです。イエスは、形ばかり律法(ユダヤ教の宗教法)を

守るパリサイ派の人びとを批判し、神が律法を与えたのは、神が人類を救済しようという

意思(愛)を持っているからであること、その愛にこたえて、われわれ人間も神を愛し、

互いに愛し合わなければならないことを説きました。イエスは、律法の中で重要なのは何

かと質問した律法学者に、 「心を尽くし・・…汝の神、主を愛せJ (申命6-5)、 r i汝の隣人
を汝のごと く愛せJ(げ19-18)の二つだと答えています。そしてこうした愛の教えは「律
法を廃止するためでなく、律法を成就するためJ(79イ5-17)のものだとも言います。
愛が実現され、神と人びとが和解して(罪を許されて)生きる新しい世界が、神の国で

す。これは、裁きの日のあとに訪れるのですが、決して地上の国ではありません。神の国

についてイエスが断片的にのべているところによると、そこでは人びとは、天使のように

性別なく暮らし、地上の富をいささかも必要とせず、永遠の生命を与えられます。

初期教会の活動

イエスの死後、失望した群衆や弟子たちは四散しますが、やがてイエスが復活したと信

じられるようになって、ペテロら十二弟子を中心とする初期教会ができあがります。初期

教会がどういう活動をしていたかは(r使徒行伝」などを除けば)はっき りした記録がな
いままに、一世紀あまりを経て、ローマ帝国内の巨大宗教として姿を現します。

初期教会は、①ユタ‘ヤ教内部の一分派としてエルサレム周辺で活動したグループ、②地

中海一帯のユダヤ人 ・ギリ シャ人らヘレニズム世界に布教したグループ、の二系統があり

ます。はじめ前者が優勢でしたが、ユダヤ人がローマに反抗して敗れエルサレムの神殿も



解体され、ユ夕、ヤ人が故国を追われてからは、後者が俊勢となります。 (ですから、新約

聖書の原本はギリシャ語です。) そして、後者を代表するのが、使徒パウロです。

ローマ帝国の各地で‘キリス卜教徒は、地下墓地 (カタコウム)などに密かに集まり、集

会を行ないました。信者の取り合いなどが原因で、ユタFヤ教と険悪な関係となります。

使徒ノぞウロの活躍

パウロは、小アジアの町タルソのよい家庭に生まれたユダヤ人で、ローマの市民権も持

っていました。彼は血気盛んなユタeヤ教徒として、 「先頭に立って教会堂を破壊し、…・・

男女信徒をひっ捕らえては獄に投げこJ (犬養・下:358)むなど、キリスト教迫害の先頭
に立っていましたが、紀元33年か34年ごろ、ロバに乗って旅をする途中でイエスと会い
sDJL'(conversion)します。それからはキリスト教を精力的に広め、多くの書簡を著しまし
た。 r新約聖書』の書簡の大部分は、パウロが執筆したものです。そのあと、紀元64年の
ローマの大火の折に、皇帝ネロに捕らえられて処刑されました。

パウロは、十字架で死んだイエス=キリス卜の死を、神との新しい契約(新約)と解釈

しました。キリス卜は、メシヤ (ギリシャ語で救世主)の意味。そのイエス・キリストが

神の子(ひとり子)であり、人類に福音を伝えるため降誕した、と考えるのです。そして

罪のないまま十字架にかけられ、復活して天に昇りました。この事実が奇蹟であり、神の

大いなる計画をあらわすものです。パウロによって、キリスト教の教義が完成します。

パウロの思想

そのほか、いくつかのパウロの主張が、キリス卜教の性格を決定づけました。

まず第一に、パウロは、神の国は近づいた(英語では nearat handと訳した)と言い

ます。これは、ごく近いうちという意味ですから、急いで終末(最後の審判)を迎える準

備をしなければならない。その結果、現世に対して無関心となります。こんな切迫した状

況では、結婚や家庭生活もおちおち続けられません。そこで《未婚者とやもめに言います

が、皆わたしのように独りでいるのがよいでしょう。しかし、自分を抑制できなければ結

婚しなさい》と言います。カトリックの聖職者(神父)が独身なのは、このためで=す。

また、 《人は皆、上に立つ権威に従うべきです。神に由来しない権威はなく、今ある権

威はすべて神によって立てられたものだからです》と「ローマ人への手紙」でのべていま

す。ローマ帝国に反抗するなというのですが、これ以来、地上は世俗の国王が支配し、教

会は霊の救済(神の王国)に責任をもっ、という分担が生じました。国王は教会を庇護し

て信仰を擁護し、教会は国王に戴冠して統治に協力します。これが二王国論です。

ところが、すぐ来るはずだった終末が来ないまま、二千年近く経ちました。それでもキ

リス卜教徒は、明日が世界の終わりでもいいように覚悟しているのが正しいのです。

律法から信仰へ

イエスの犠牲は、旧約のイサクの犠牲の裏返しでもあります。アフeラハムはたったひと

りの息子・イサクを、神の命令で殺そうとしました。神はナイフを握ったアフ'ラハムの手

を止め、その信仰を祝福します。今度はあべこべに、神がひとり子を後牲にしたのです。

イエス・キリス卜が十字架上で死ぬと、なぜ人類が救われるのでしょうかつ

ひとつの解釈は、古代の同害報復(目には目、歯には歯…・・)の原理によるもの。ある

部族 (A)の一人が別の部族 (8)の誰かに殺されると、部族Aは復讐に部族Bの一人を

殺す権利を持ちます。そこで通りかかった部族Bの誰か(罪がなしつを殺すと、復讐は終
わりで、犯人は罪があるのに助かるのです。それと同じで、人類は罪があるので、死を運

命づけられています。しかしイエスが、罪のないのに人類の罪を背負って死んだので、人

類は神から赦されることになります。神の子イエスの犠牲によって、人類はいわばイエス

の義兄弟となり、神の義理の息子(養子)として、神の国に入ることができるのです。

もうひとつの解釈は、奴隷開放の原理によるもの。人聞は罪の奴隷で、自分で自分を購

うことができません。奴隷には法的人格がない(売買契約の主体となることができない)

からです。そこへイエスがやってきて、自分の血を支払って、人類をその主人 (罪)から

購いました。いまや人類は、イエス(とその父である神)を主人とする、というのです。

いずれにせよ、イエスがキリストであり、神の子であって、罪のないまま十字架上で死

んで復活した、これを信仰せよ、というのがノぞウロの主張です。律法を守るのでなく、こ

の事実を信仰することが、救済の条件だ、とキリス卜教は考えます。そのため、ユタヤ教

の定めている割礼や食物規制などはすべて廃止され、ユダヤ人以外の人びとにも急速にキ

リスト教が広まっていきます。

契約の更改

キリスト教にあってユタνヤ教にない考え方、それが、契約の更改です。

ユタJヤ教(そしてイスラム教)は、神との契約を本質とする宗教です。その契約(宗教

法)は、変化しません。神と結んだ契約を、人聞が勝手に変えられなし、からで・す。

キリスト教は、イエス・キリス卜の生誕を境に、人類史を二つに分けます。紀元前 (B.
c. )は、ユダヤ教の律法が神との契約であった時期。紀元後 (A.D. )は、イエス・キリス
卜への信仰を契約とする時期。イエス・キリス卜は、神の子である(神と同等の権利を持

つ)からこそ、旧い契約(律法)を廃止し、新しい契約を結ぶことができたのです。(ち

なみにイスラム事土徒は、神の「子Jなどというものを絶対に認めません。イエスはムハン

マドより格下の、ただの預言者としての扱いです。) (Q:なぜ神は、まず律法を与えて

から、後でイエス・キリス卜の福音をもたらすというややこしいことをしたのか?)

契約の更改という考え方があればこそ、革命の考え方も生まれます。革命とは、ある時

点を境に、社会の法則性(特に法律)がまったく異なったものとなることを意味します。

絶対王制をくつがえした近代市民革命も、資本主義社会を打倒する共産主義の革命も、契

約の更改から派生した考え方(コロラリー)なのです。 (Q:アジアの社会に革命の考え

方はあるか? 伝統中国の「革命」は、ヨーロッパ社会の革命と閉じか?)

集団救済から個人救済へ

もうひとつ、キリスト教にあってユタ・ャ教にないのが、個人救済の考え方です。

ユダヤ教では原則として、救済の単位はユダヤ民族でした。しかし、キリスト教では一

人ひとりが裁きを受け、神の国に入れたり入れなかったりします。救済の単位が個人(の

霊魂)であるという点で、近代的・個人主義的な宗教であると言えるでしょう。(ちなみ

にイスラム教も、個人救済の宗教で、す。)

それでは、どういう人聞が救われるのでしょうか?

キリスト教は、律法を(外形的に)守れば救われるという考え方(もっと一般的に、人

聞が自分の行為や主体的努力で救われるという考え方)を、徹底して斥けます。救済は神

の胸先三寸で決まり、人聞が口を出す余地は皆無です。神を信じることは救済の条件のひ

とつですが、信仰は人間の自由意志なのでなく 、神からずLわ北を信己主をそミたきると考

えて神の恩恵とみなします。(だから、無信仰=神に見放された、という意味になるので

した。〉 人聞はもともと神に逆らうようにできている(原罪)、ゆえに自己努力では救わ

れない、この事実をよくわきまえて、イエス・キリス卜 (神の愛)を信仰する一一こうし

た「マナイタの上の鯉」状態に自分を投げ出すのが、キリスト教徒のあり方なのです。

今日の要点を復習しておきましょうー

*ユダヤ教とキリスト教の違いについて、簡単に言えば一 . 

本イエスを信じれば、なぜ救われるのかと言うと・・…-
、・ ーーー ーーーー一一ーーーーーーー・ー-ーーーーーー・ーーーーーー

食「聖書の世界奇蹟の丘J r十戒」など、宗教関係のビデオの貸し出しを始めます。
空いた時間にグループで西4-603に来て、なるべくその日に返して下さい。出席点有り。
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キーワードー一主教、教皇、救済財、聖書中心主義、天職、禁欲、救済予定説

宗教改革は、キリス卜教に特有だ

キリスト教には、カトリックとプロテスタン卜がある一一常識として、日本人はこのこ

とを知っています。しかし、それが何を意味するのかとなると、どこまで理解しているで

しょうかつ もしかしてその対立を、仏教の小乗/大乗みたいなものだと、誤解していな

いでしょうか? あるいは、仏教の宗派(天台宗、浄土宗、日蓮宗・…ー)みたいなものだ

と誤解していないでしょうか?

宗教改革が、プロテスタン卜を産みました。宗教改革がなければ、アメリカという国家

も、近代社会も生まれなかったでしょう。そして大事なことは、宗教改革はキリスト教、

それも西方教会(ローマ教会)に特有な現象である(ギリシャ正教やイスラム教にはあり

えなしリということです。キリスト教会の社会学的な構造を理解するならば、宗教改革に

ついてよく理解できるでしょう。

キリスト教の教会組織

仏教徒であることの必要十分条件。それは、三帰依〔後述〕を表明することです。キリ

スト教徒であることの必要十分条件。それは、キリスト教の正統教義にもとづく教会で、

洗礼を受けることです。そして、何がキリスト教の正統教義かは、公会議で決定します。

公会議。こういうものがあるのは、キリスト教の特徴です。

初期のキリスト教会は、各地に散らばっていたユダヤ教からの改宗者や新規の入信者が

集まって形成されました。十二使徒、使徒パウロらやその後継者たちは、まめに各地を連

絡して回りました。各地の教会は、長老とよばれる人びとに指導されていましたが、やが

て各地域の教会に責任をもっリーダ一、主教(司教ともいう)が現れます。この主教たち

全員が集まる会議(主教会議)が、公会議です。当時の交通事情では、これはきわめて困

難なことだったので、ローマ皇帝がスポンサーとなって交通費や警護をまる抱えしなし、か

ぎり、公会議の開催は不可能でした。

しばらく経っと、主教たちを統轄する大主教が現れ、さらにその上に立つ総主教が現れ

ます。総主教は、エルサレム、アレクサンドリア、アンチオケア、ビザンチン(コンスタ

ンチノープル)、ローマの五大都市に置かれました。はじめの三都市は、まもなく機能し

なくなり、後世まで残るのはビザンチン、ローマの総主教です。このうち、ローマ教会の

総主教を、教皇と称します。こうしてキリスト教会は、平信徒一主教一大主教一総主教と

いうピラミッド組織をしくことになるのですが、初期教会の民主的な性格はのちのちまで

維持され、たとえば、ローマ教皇は主教たちの選挙(コンクラーベ)で選ばれるのです。

公会議とは何か

キリス卜教は、使徒ノマウロによってスター卜したと言いましたが、教義が今日のかたち

に練り上げられていくのに、数世紀を要しました。たとえば、今日の正統教義である三位

一体説は、聖書に書いてあるわけではなくて、第一コンスタンティノープル公会議 (381)
で決定されたものです。公会議は、キリスト教の最高意思決定機関なのです。教祖(? ) 
のイエスが早くに死んでしまい、教義が完成しないうちにスター卜したキリスト教は、信

徒(の代表)の全体集会である公会議に、そうした権威を与えないわけには行きませんで

した。

初期教会から最後で最大の教父といわれるアウグスティヌス(354-430)まで、多くの教
父が現れてさまざまな解釈を唱え、論争を巻き起こしました。最大の論争は、 「神の本性

は分割できなL、から、キリストは神そのものでありえず、神聖で=はあっても神性ではあり

えなし、」とするアリウスの説(ギリシャ哲学を踏まえた合理的な説)と、 「キリストは本

当の神性を持ち、神自身とまったく間質である」とするアタナシウスの説(原始キリス卜

教の信仰そのままの説)との対立でした。第一ニケーア公会議 (325)は、工1)r)三重を異
端とすると決定しました。その後曲折がありましたが、最終的にアタナシウス派が正統と

なって今日に至っています。

ローマ教会 YSギリシャ正教会

キリス卜教にとって重大な転機は、ローマ帝国の国教となったことでした。

政治の混乱と分裂にみまわれたローマ帝国は、それまでキリスト教を危険視していた態

度を改め、キリス卜教を公認 (313)し、やがて国教とします。国教とは、キリスト教に特
権的な地位を認める代わりに、キリスト教会がローマ帝国の統治に協力する関係を言いま

す。教会は、長年の念願だった、信仰を擁護する後楯をえたのです。

ところがローマ帝国が、とうとう東西に分裂してしまいます。そのため、司教全員が集

まる正式な公会議が聞けなくなってしまいました。その結果、教会も分裂してしまいまし

た。ローマ教会もビザンチン教会(ギリシャ正教会)も正統と認めるのは、それ以前に聞

かれた 6田の公会議だけです。それ以後、それぞれの教会が開いた司教会議もいちおう公

会議と称しますが、キリス卜教の教会全体の認めるものではありません。ローマ教会とピ

ザ、ンチン教会は、 11世紀に互いに破門しあってから最近まで、関係を断ったままでした。
今後、 7回目の公会議が聞かれる予定もありません。

ローマ教会と二王国論

東ローマ帝国は、強力な国家として存続し続けたので、ビザンチン教会は安泰でした。

そして、皇帝が総主教を兼ねる体制(皇帝教皇主義)が伝統となります。こうした体制で

は、教会改革など不可能で=す。教会に反対すれば、即、反権力・反体制ということになっ

て、たちまち弾圧されてしまうからです。(ちなみにギリシャ正教は、ロシア人やセルビ

ア人などにに広がるたびに、ロシア正教、セルビア正教として総主教座を分裂させていく

傾向があります。マルクス=レーニン主義は、そのロシア正教の伝統を受け継ぎ、皇帝教

皇主義の教会とそっくりの特徴をもった共産党をつくりよげました。)

これに対して、西ローマ帝国はあっという聞に滅んでしまったので、ローマ教会は苦労

して、後釜を探さなければなりませんでした。ゲjレマン民族をキリスト教に改宗させ、フ

ランク王国のオットーに戴冠したり、神聖ローマ帝国に期待をつないだりしたのも、その

ためです。結局、これといった強力な後楯はみつからないまま、教皇や各地の大司教が、

各国の国王に戴冠する(=正統な君主と認める)とし1う、聖権と俗権の二人三脚の体制が

できあがりました。これが、二王国論(地上の権力は国王が、霊的な権力は教会が握る二

元的な体制)です。二王国論はキ 1)ス卜教、特にローマ教会に特有の発想です。近代憲法

にいう政教分離の原則も、もとはと言えばこれが起源なのです。

免罪符の論理

キリスト教はゲ、ルマン民族に浸透する過程で、キリスト教と関係のない要素も吸収しま

した。たとえば、聖人の考え方。マリア崇拝。地獄と悪魔の考え方。中世を通じて、人び

とに聖書を読ませず、教会は勝手な教義を広めてきました。ローマ教会は、天国の鍵を預

かっている(マタイ福音書)。 聖人たちの救済財も蓄えてある。そこで、ローマ教会のメ

ンバーであることが、救済されるための必要条件である。教会の破門は、地獄に霊ちるこ

とを意味しました。その逆に、救済財の販売、すなわち免罪符の発行も可能なのです。

これに、敢然と反対したのが、 ドイツの修道士マルチン・ルター(Lulher.Marlin 1483 
司1546)で・す。
ルターが免罪符に反対したのは、誤解されやすいのですが、ローマ教会の金儲け主義に

反対だったからではありません。もしもローマ教会(教皇)に、イエス=キリス卜の代理

として人聞を救済する権限があるのなら、免罪符を発行しでもいいし、それを買って天国

に入れるなら値段はいくらでも安いものです。でも、 『聖書』のどこにもそんなことは書

いてない、というのがルターの言い分でした。神(だけ)が人間の救済を決める以上、人



間 (教皇)がそれに関与できるはずはない一一ここに宗教改革の核心がありました。

ルターの宗教改革

当時のドイツは f教皇の雌牛」とあだ名され、教会堂建築などで財政難のローマ教会に

多額の税金をしぼり取られていました。ドイ ツは沢山の小国家が分立し、遠方すぎるイギ

リスや王権の強いフランスに比べ、税金を集めやすかったのです。それでも足りずに、免

罪符の販売ら強行されました。修道士ヨハン=テッツェルの口上はこんな具合です ((お

前たちは神と聖ペテロが呼んでいなさるのが聞こえないのか。お前たちの霊魂とお前たち

の死んだ親しい者の救いのことを思わないのか。'"そもそもお金が箱の中でチャリンと

音を立てさえすれば、魂は煉獄の焔のなかから飛び出し天国に舞い上がるのだ。免罪符を

買えば、キリストの母マリアを犯しても許されるのだ。)) (rキリス卜教史~ 1I:40) 
怒ったルターは1517年、 「九十五ケ条の論題」を発表します。ローマ教会はこれを問題

視して、ルターをローマに呼びますが、火刑になることを恐れた彼l立行きません。その代

わりに同年7月、ライプチヒ討論が聞かれます。ローマ教会の代表とヨハン=エックと、

ルターは論争して勝利し、ついでリこ教皇の権威 (ローマ教会に人びとを救済する権限があ

るということ)を否定してしまいます。教皇から破門されたルターは1521年、ウォルムス
の帝国議会に出頭し、意見をのべます。 ((聖書の証明および明白な論拠によって私を説得

するのでなければ、私は自説を取り消すことはできません。教皇も宗教会議もしばしば誤

りを犯し、かつ自ら矛盾したことは明白なので、そのいずれにも私は信をおきません。 》

(間:60)税金を払いたくなかったドイツの領主たちは、ルターの味方となりました。ル
ターはヴアルトブルク域にかくまわれて、聖書のドイツ語訳を完成させます。

ルターの恩想、

「信仰によってのみ義とせらる」とするルターの立場は、聖書中心主義、すなわち、個

々人が聖書のみを仲立ちとし、信仰によって神と直接結ばれるべきだという立場です。

ルターの思想でもっとも注目に値するのは、天職 (Beruf)の考え方で、す。天職は神が人

間に与えた任務という意味で、靴屋、農民、軍人など、世俗の職業すべてを含みます。そ

の結果、聖職者の存在は必要なくなり、教会は平信徒 (とその代表である牧師)で構成す

ればよいことになります。

ルターの思想はたいへん革新的で=したが、 トマス・ ミュンツアーの率いる農民戦争が起

こると、 農民戦争反対に回ります。元司祭のミュンツアーは、領主への隷属の拒否・年貢

や賦役からの解放を掲げ、農民を指揮して直接民主制をめざしました。 1000箇所以上の修
道院や城郭が襲われたので、領主たちは反撃に転じます。ルターは『強盗・殺人的農民に

対してJで、こうのべます ((彼らのしていることは悪魔の業にほかならない。 ..…彼ら

は追剥や殺人者のように肉体と魂の二重の死に値する。彼らはすでに神の法と帝国の法の

保護の外におかれたので、このような反逆の徒を殺すことは正しいし、法に適っている。

ー・・ー・彼らを叩き殺し、絞め殺し、刺し殺すべきである。)) (rキリスト教史j 1I:79) ζ 
うして、農民戦争は鎮圧されました。

ルターが、隣人愛を根拠に国家権力を基礎づけた点も重要です。軍人からの質問に、彼

はこう答えました ((真のキリスト者は地上にあっては、自分自身のためではなく、隣人

のために生き、隣人に仕えるのであるから、自分では必要としないが、隣人には有用でめ

り、必要であることをも、おのが霊の本性に従って行なうのである。…・・・キリスト者は自

分や自分の事がらのためには剣を帯びるべきでなく、また、貧1]に訴えるべきでないが、悪

をとどめ善を守るために、他人のためには剣を帯び、貧1]に訴えてもよいし、そうすべきで

ある ~J r この世の権威について~ (1523))この思想が、近代国家を基礎づけるのです。

改革派とカルウ'ァン

ルターの思想には不徹底な面もありましたが、その影響はヨーロッパ中に及びました。

止之二盗は、 ドイツの東部・北部と北欧に広まりましたが、それ以外の地域には、室主主E
が広まりました。改革派は、ム茎主塁(古代ギリ シ?の哲学など非キリスト教の文献に親

しむ運動)をべースにした、ツヴィングリやカルヴァ ン(Calvin.Jean 1509-1564)の流れ

をくむ人びとの運動です。
カルヴFァンはフランス人で、新教弾圧をのがれ、 ジュネーヴを拠点に活動しました。ジ

ュネーヴは、ローマ教会の干渉を嫌って絶縁を宣言し、指導者を必要としていたのです。

カルヴァンは、教会の規則が日常生活のすみずみまで律する神政政治を理想として、ジュ

ネーヴを実質的に統治しました。ビロードの服を着てはいけない、金の装身具もだめ、大

食いは御法度といった、徹底した規則でした。カルヴァ ンは、新教最初の神学書 『主止三

卜教綱要』を著します。カルヴァンの流れを汲む人びとは、フランドルからイギリスに広

がり、ピューリ タン(清教徒)と呼ばれるようになります。メイフラワ一号でボストンに

渡り、アメリカ建国の礎となったヒ。ルク♂リム・フ ァーザーズも、ピューリタンです。

カルヴァンの救済予定説

カルヴァンは理性的で峻厳な思想家でした。彼の思想、は、救済予定説(predest i na t i on) 
として知られます。ルターは、善行ではなく信仰でのみ救われると説きました。では信仰

は、人間の意志でしょうか? 字宙の創造主・神の絶対主権を認めるなら、 人間の意志は

悪を欲する(神に背く)ことしかできないはず。人聞が救いにふさわしい者になるか、そ

れとも救いを拒むかを決定するのも自分の判断ではありえません。 人聞が選択しないのな

ら、それを選択するのは神なのです。救済される人間とそうでない人間とを、神が一方的

に選択する一一論理的な帰結は、これ (予定説)以外にありえないのです。

この説は、人間の行動様式 (エートス)を劇的に変化させました。自分は救済されてい

るのかどうか、決まっているけれど知りえない。知りえないのに、救われると信じたし、。

そのため人びとは、世俗内的禁欲へと駆り立てられます。禁欲とは、欲望を我慢するとい

う意味ではなくて、自分の行動すべてを一定の目的のために組織するという意味。修道院

の生活や受験勉強などがそうです。世俗の職業に全身全霊をこめて遁進するのが、世俗内

禁欲です。カルヴァン派の人びとは神の栄光を増すため、そして自分が救われていると確

信するため、勤勉に労働しました。利潤は、神がその労働をよしとしたものと解釈され、

蓄積して再び資本投下されました。こうして、利潤それ自体を自己目的とし、浪費や蓄財

を断念した近代資本主義の種がまかれた、とマックス・ヴェーパーは考えます。

ピューリタンと社会契約

改革派は、ローマ教会の権威を認めません。国王の干渉も好みません。理想、は、自分た

ちで政教一致の独立国家をつくることです。そこで再発見されたのが、モーゼ契約や夕、ビ

デ契約など、 l日約の思想でした。改革派のピューリタ ンたちは、この意味で国家を神聖な
ものと考えましたから、新大陸へ脱出してメイフラワー契約(1620)を結び、清教徒革命の

際は国王チャールズ一世を、統治契約に違反し国家・国民に反逆した罪で処刑(1649)し、
共和国を宣言したのです。

アメリカの初期植民地は、タウン(自治都市)を単位にした宗教共同体でしたが、ピュ

ーリタンのほかにもクウエーカ一、パプテイス卜、英国国教会、カトリックなどさまざま

な会派の人びとが入植し、多くの都市・教会・大学を建設しました。のちにアメリカ十三

州は同盟してイギリスから独立し、連邦制を創設します。アメリカ合州国の大統領制は、

キリスト教を国教とした古代ローマをヒ ントにしたもので、信仰の自由を守る之法律を守

る、という大統領と民衆とのあいだの統治契約が憲法の基本になっています。

口参考文献口

半田元夫・今野国雄 1977 rキリス卜教史I'IIJ (世界宗教史叢書)山川出版社
大木英夫 1968 r ピューリタンー-jJÏ代化の精神構造~ (中公新書 160)中央公論社
H・テュヒレ他 1981 rキリスト教史5・信仰分裂の時代J講談社
M.ルター 1973 Tキリスト者の抵抗権についてj (著作集分冊8)聖文舎

*次回 (5月31日)は、初期仏教 (サンガの思想)について講義します。
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キーワード -釈尊、三帰依、サンガ、三蔵、成、界、阿毘達磨、阿羅漢

輪廻とカースト

1996. 5. 24 

橋爪大三郎

日本に仏教が伝来して1500年近くになりますが、この問、仏教はすっかり日本に土着化

してしまいました。いまの日本の仏教から、オリジナルな仏教を推し量るのは危険です。

ひとつ例をあげると、輪廻samsaraです。仏教は輪廻を前提にしており、輪廻を信じな

ければ仏教は理解できないのですが、日本人は信じていません。輪廻を信じるなら、祖先

崇拝はありえません。仏壇に“先祖の位牌を紀る"のは、仏教でなく道教のやり方です。

輪廻はインド特有の考え方ですが、その起源はアーリア民族のインド征服にあると考え

られます。紀元前20世紀~10世紀にかけて、もともとイラン高原にいたアーリア民族がイ

ンド.に侵入、先住民族を征m~. しました。征服民族は三三主と、クシャ卜リヤ。被征服民族

はパイシャ、シュードラのカース卜になったと言われます。カーストの特徴は、①全員が

どれかに属し、②序列があり、③職業と結びついていることです。低いカーストの者は、

前世の行ないが悪かったが、来世では上のカース卜に生まれかわれるかもしれない。輪廻

を信じさえすれば、現世がどんなに悲惨で理不尽でも、それを合理化できます。

インドの古代宗教をノ〈ラモン教と言います。それが徐々に変化し、やがてヒンドゥー教

になりました。インド人の認識では、仏教はヒンドゥー教の一分派なのです。

釈尊の生涯

シャカ族の王子ゴータマ・シッダルタが仏教を開いたことは、よく知られています。し

かしその生没年はあいまいで、 565-484B.C. とか、 464-383B.じなどの説があります。結

婚して子供をもうけ、なに不自由ない暮らしでしたが、 29歳のとき域を出て出家し、苦行
の末35歳で覚りを聞きます。以来80歳で没するまで、弟子たちに教えを説き続けました。

仏陀(Buddha:覚った人)、如来(Tathagata:真理に達した人)などと呼ばれますが、漢語

では釈迦牟尼世尊し刊もにせそん(略して釈尊)が正式の呼び名です(牟尼は聖者、世尊Bhaga-

vatは尊い師の意)。 釈尊ゆかりの場所(生誕の地ルンビニ一、菩提樹の下で覚りを開い

たブッダガヤ、初めての説法(初転法輪)をしたサールナー卜、入滅したクシナガラ)は

回大聖地として杷られています。

当時インドでは、多くの修行者が新しい境地を聞こうと修行していました。ジャイナ教

を開いたマハーヴィーラも釈尊の同時代人で、す。ジャイナ教は仏教とよく似ていますが、

極端な苦行主義。それに対して仏教は「中道」を掲げます。さまざまな師につき、苦行を

やりすぎてふらふらになった釈尊に、村娘のスジャータがヨーグル卜を捧げると、その美

味にひらめくものがあったのでした。仏教以外の教えを、仏教では外道代ウとよびます。

初期仏教の思想

釈尊の教えは、きわめて理性的・合理的・実践的な性格のもので、諸行無常(万物はつ

ねに変化してやむところがなしリ、諸法無我(すべてのものは因縁いんねんによって生じたも

ので実体がなしゅ、浬襲寂静。!:'A.t;..pゆっ(迷いの火を吹き消せば心の平静がえられる)の三

法印さん町山、あるいは、これに一切皆苦 (この世の本質は苦悩・煩悩である〕を加えた四

法印を、中心思想、とします。因縁は、縁起えA.e:ともいい、 「これあるとき彼れあり、これ

無きとき彼れないのような相依性そっλし4ヲ(=因果関係〉をいいます。

仏教の修行は、この世の本質を苦とみて、現世の執着を離れること(=解脱:，.".-， )を目

的とします。四諦し，た引よ日‘い. (=四つの真理 .四聖諦し凶Lいaうfた許こ

道ともいう)が、その方法論です。すなわち、この世の本質が四苦 (生・老・病・死)、

八苦(四苦+愛別離苦、怨憎会苦おんぞ礼〈、求不得苦〈ふとく〈 、五陰盛苦こ6んい.，<有情ヲじけ

を形成している色・受・想・行・識の五陰から生じる心身の苦悩))から成り立っている

ことを理解する苦諦〈たい、苦を集めおこすもの、すなわち苦の原因は盟主基ぽんのつ(無知・欲

望)であることを理解する塁蓋じd ぃ、苦の生ずる順番を逆にたと‘ってその原因をなくして

いく滅諦め州、、以上を日常に実践する道諦どうたいの四つが、四諦。正見しけげん、正思惟、正

語、正業し川口 (正しい行為)、正命(正しい生活)、正精進(正しい努力)、正合、(正

しい注意力)、正定し A日二日(正しい精神統一)の八つが、八正道で-す。ここで「正ししリ

とは、両極を見きわめ、中道を実践することです。

仏教サンガの成立

釈尊が覚りを開いたことを知って、ほかの出家者が彼のまわりに集まり、次第に仏教教

団が形成されました。仏教の出家者の集団を、サンガ(僧伽)といいます。サンガは、平

等・対等な出家者の共同体で、釈尊の息子ラーフラも出家しましたが特別扱いされません

でした。雨季になると雨安居坊んこといって一箇所に定住しますが、ふだんはあちらこちら

遊行ゅ在日しつつ、乞食こつじさ生活をします。(肉食は禁じられておらず、出されたものは何

でも食べます。ただし、わざわざ動物を殺して料理するのは禁止です。)

サンガには、現前サンガと四方サンガの区別があります。

現前サンガは、樹木や岩山などを目印に「界SlmaJを結び、その区画にいる比丘びくたち

全員で構成します。(男性の成年の出家者を比丘、女性を比丘尼といいます。) 界は、互

いに重複してはいけません。現前サンガは、食事や布施物を分配する単位になります。そ

の全体会議を掲磨かつ1 こんまといい、比丘10名 (最低でも 5名)の参加が必要です。 (Q: 

最初のサンガはどのように成立したのでしょうつ) 掲屠には、月 2回比丘たちが戒律違

反を告白する布薩ふさっ掲磨、出家者の得度と〈ど (新しく比丘となること)を認める受戒掲

磨(和尚=指導教授、阿闇梨あじ叫=チューターなど、やはり10名が参加)、界を設定する

結成掲磨、などがあります。(界を結んだあと誰もいなくなる場合は、解いておきます。〕

サンガの比丘たちは、法服ほうらっ(出家得度してからの年数)による区別があるだけで、全

員平等。いつもメンバーの出入りがありますが、なにかを決めるにはその場(界)にいる

人びとの全員一致(和合僧)が原則です。

いっぽう四方サンガとは、この地球上の過去現在未来の比丘たち全員をいいます。

サンガの戒律

サンガの比丘たちは、釈尊に与えられた戒律(sila;l'inaya)を守りつつ、思い思いに修

行します。戒のうち特に重大な、姪・盗・殺・妄(大妄語=覚ったと嘘をつくこと〉の四

戒は、波羅夷，州、罪といって、サンガから永久追放になります。そのほか、僧残法、不定

法、捨堕法、 -…ーと罰則は軽くなっていきます。これらの罰則はすべて自罰で、ほかの比

丘はそれを見ているだけです。仏教の修行は、自発的に行なうのが原則なので、他人に強

制されるのでは意味がないのです。出家をやめるのも自由で、ほかの比丘一人に聞こえる

ぐらい大きな声で f戒を捨てる」と宣言すれば、その瞬間に比丘でなくなります。重大な

戒律違反をしそうなときは、そうやって戒を捨て、また得度しなおせばよいのです。

釈尊は、食事に招待されても、黙っていました。将来のことをうっかり約束して、行け

なくなったら 「正語Jの原則に反するからです。もちろん、将来の予言などしません。

戒も経も、初期にはすべて口伝で伝えられました。仏滅後、向田か桔集:ずつじ刊が行なわ

れ、記憶力のよい各地の出家者が一箇所に集まって経典を読請し、誤りを修正したといい

ます。貝葉片に鉄釘で字を書きつけ、経典を筆記したのは仏滅後何百年か後のζとです。



仏教テキストの構成

仏教のテキストは、経、律、論の三蔵に分かれます。

盗とは、釈尊の説法をまとめたもの。ふつう「如是我聞(かくの如く我聞けり)…..J 

で始まる、弟子の責任でまとめた釈尊の講演録です。空とは、出家者の守るべき戒(比丘

の二五O戒、比丘尼の三四八戒〉や集会規則をまとめた「技羅提木文ほらだいら(~ÞJ のこと。
釈尊が制定したもので、弟子が変更することはできません。論とは、弟子が自由に述作し

た論文のこと。仏法全般に通じた大学者のことを、三蔵法師と称します。

初期の経典の集成を、阻金笠ゐこんh っ(Agama)といいます。ほかに、釈尊の臨終をテーマ
にしたさ盤室埜壁だいはつ拍::"，，(¥0l.-j， 釈尊の前生謹を集めた杢呈笠ほんしけわう(ジャータカ〉、ギ

リシャ人の王メナンドロスとナーガセーナ長老の対話、ミリンダ王閉経などがあります。

仏典は、最初サンスクリット語で記され、これがシルクロードを通って中国に伝来し、

漢訳されました(北伝〉。 日本に伝わった仏典は、みなこれです。いっぽう、パーリ語で

記された仏典もあり、これはスリランカ→ビルマ・タイに南伝しました。時代が下って、

チベット訳された仏典もあり、ラマ教の経典として残っています。大乗経典は、ほとんど

南伝しませんでした。

部派ぷロイム教Nik:aya-Buddhismの成立
サンガは仏語の約百年のち、まず‘上座じよウざ部と大衆だいし.部の二つに分裂します(根本分

室)。 その後、それぞれが大ノト十部前後に枝末分裂して、部派仏教 (し、わゆる小乗仏教)

の時代になります。ことの起こりは十事(二五O戒で禁止されているが実行しにくい十の
事項)の例外を認める(大衆部)か否(上座部)かでした。厳格な上座部は、説一切有ぞつ

い勺をいっきE、正量Lけのけ部、化地けじ部など、寛容な大衆部は一説部、多聞部などに分かれま
す。上座部の仏教は、アショーカ王の王子マヒンダによってセイロンに伝わります。

部派仏教の時代には、盛んに巴塁塁壁Abhidharma(=法の研究)が作られました。これ
は、①仏説の蒐集、②分類整理、③語義解釈、④学説展開、を内容とします。こうした注

釈をする上L丘を、阿毘達書師(=毘婆沙問h 師)といいます。残念ながらこれら注解は、
説一切有部(単に有部ともいう)のものを除いてほとんど伝わっていません。有部からは

仏滅後三百年に迦多彩f尼子かはんに~(ト付ーヤニ-1~う)が出て、有部の教理を大成、 『発智I!..，ラ

論』を著します。紀元二世紀には、 『発智論』の研究書『阿毘達磨大毘婆沙論~ (200巻)
が成立します。紀元 4~5 世紀には世親(Vasubandhu)が『倶舎論J を著します。

部派仏教の教理

今日、論蔵が完全に残っているのは、漢訳された有部と、セイロンに伝わった上座部の

みです。上座部の論麓は素朴で、阿含経から離れていません。いっぽう有部の教理は、複

雑で思弁的な体系で、のちの大乗仏教に借用され、そのベースになりました。

説一切有部の学説は、 「三世実有さんぞじっぅ、法体恒有h 計 ζヲう Jとして知られています。

これは簡単に言えば、現象は変化し続けるが、その変化を支配する法則そのものは不変の

実体だ、という説です。他に依存しないで、それ自体で存在するものを、自性μ けと言い

ますが、ダルマ (法)はまさにそれであり、極微ご〈みと言われる現象の究極の実体もそう

です。(青い花瓶は壊れますが、花瓶の青さは粉にしでもなくなりません。その青さが極

微です。) 法lこは、有為叫J云と無為むい法があります。有為法は自性を有しますが一幕IJ那の

み現在に存在する、無住なるj去にすぎません。それに対して無為法は、作られない法、常

住の法(すなわち、浬奨)です。

縁起の思想、はさらに精織化され、士二望星の思想、となります。これは、無明→行→識→

名色→六処→触→受→愛→取→有→生→老死の)1慣に、人間の苦悩 ・輪廻が生ずるとするも

ので、これを逆に解体していけば、輪廻が生じないことになります。行為が後に残す力を

業ζうkarmaといいます。業には善業/悪業/無記業 (善でも悪でもなく果報をもたらさな
い業〉の三つがあります。善業を積むのが修行ですが、それが可能となるのは、仏教徒が

戒体(戒を受けることで生じる防非止悪の力)を備えているからで‘す。戒体は、自に見え

ない業(無表業〉のひとつです。(ほかに防非止悪の力は、禅定や覚りから生じます。〉

部派仏教の世界観

らうひとつ、部派仏教の多くに共通するのは、五趣(六趣)の輪廻の考え方です。すな

わち、有情ゥじけ(:;人間+動物+神・天人)は地獄・餓鬼・畜生・ (阿修羅・)人間・天

上の六道を輪廻するという理論で、これら全体がひとつの世界で・す。こうした世界が千個

集まって小千世界、小千世界が千個集まって中千世界、中千世界がさらに千個集まって三

千大千世界となります。これが、仏陀一人の教化範囲とされます。(三千大千世界のなか

に複数の仏陀が同時に存在することはできません。したがって別の仏陀が後から覚りを開

いたら、三千大千世界の外にワープして、新たな仏国土を与えられることになります。)

小乗の修行の段階も、四向四果しこうしかに整理されます。すなわち、見道(預流向よるこう)、

修道(預流果、一釆向いちW こ勺、一来果、不還向ふげんこう、不還果、阿羅漢向抗かんこう〉、無学

道(阿羅漢果〉の八つの段階です。阿羅漢は初め、釈尊の覚りと同等とみなされていまし

たが、次第に釈尊の覚りより劣るものと位置づけられて行きます。

言語ゲームとしての仏教

仏教徒であるためには、三帰依 (=我は仏・法・{舎を敬したてまつる)を唱えること。

(仏 ・法・僧を三宝といいます。〕 そして、五戒 (殺生戒、像盗戒、邪淫戒、妄語戒、飲

酒戒)を授かることです。 (Q:キリスト教徒であると同時に、仏教徒であることができ

るか7) さらに、出家して修行にはげめば完全です。
それでは、修行の目的とは何でしょうかつ 解脱して覚りを開くことです。では、覚り

とは何か。覚ったあとでないと、それはわからない。ということは、仏教の修行者たちは

みな、覚りが何か知らないまま修行を続け、仏教を成り立たせているのです。 一一これは

不思議です。覚りがすばらしし、から修行を続けるのではなく、 修行を続けるから覚りがす

ばらしいことになる。これが「信じる」ことなのだと、考えてみることにします。

こう考えると、初期仏教を、幾重かの言語ゲームの複合として記述できそうです。(言

語ゲームlanguagegameとは、哲学者ウeィトゲンシュタインの言葉で、社会生活を成り立
たせる行動様式のことです。)

(1)覚りを訊ねあうゲーム…・・解脱をめざして修行する人びとの言語ゲーム。

(2駅尊を標本とする覚りのゲーム …釈尊が覚りを開いたと前提する修行のゲーム。

(3)釈尊の言説を伝持するゲームー…ー釈尊の入威後、その言説を釈尊の代わりとする。

(4)釈尊の戒を持するゲーム・・ぃ・(3)のゲームをする修行者たちの集合=サンガを確定する。

(5)戒=律違反を告白しあうゲームー...修行の自発性と、サンガの集団秩序とを調和する。

このように考えると、初期仏教~部派仏教時代の仏教は、きわめて巧妙な組織原理をもっ

た運動だったことがわかります。

こうした組織原理をもっサンガ(出家者のギルド〕のめり方は、日本に伝わりませんで

した。これに昭、らすと、日本仏教の特殊なあり方も理解できるし、たとえばオウム教団の

特殊なあり方も理解できるのです。言語ゲームと仏教についてもっと詳しいことは、 『仏

教の言説戦略.J (勤草書房、 1986)を参照して下さし、。

女次回(6月7日)は、資料映像上映 (ガンジ一、マルコムXのダイジェスト〉、

カ次々回 (6月14巨)は、 「大乗仏教の世界 ・害薩・般若・極楽浄土Jを講義します。
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大乗仏教とは何か

大乗の修行に励み、将来の成仏を約束された人びとを、萱藍(sodhisattva)といいます。
それに対して、小乗の出家修行者を声闘しげむんといいます。

大乗仏教とは、何でしょうか? 大乗/小乗の区別を、日本人は一応知っています。し

かし、日本には大乗仏教しか伝わらなかったために、その知識は公平でありません。

左霊とは mahayama、すなわち「大きな乗り物」の意味で、小乗 hinayana (小さな乗
り物)に対立します。西暦紀元前後に現れた大乗教団の菩薩たちが、それ以前の部派仏教

に与えた蔑称が「小乗J (=自分の解脱だけを考え、衆生の覚りを配慮しない)です。大

乗教(その経典には、般若系、浄土系、法華経、筆厳系などがある)を広めた在家の修行

者(菩薩)たちの実態は、あまりよく分かっていませんが、最初は仏塔(ストゥーノぞ〉を

拠点、に活動していたようです。(後代には、大小兼学の出家集団も多くなります。)

仏塔信仰と大乗仏教

部派仏教は、出家の功徳を強調する結果、出家>在家という序列を当然としました。在

家の人びとは、面白くありません。そこで、僧(サンガ=釈尊の流れをくむ出家集団)と

別に、仏 (釈尊の墓=ス卜 ゥーノ")を信仰する動きが盛んになります。

出家者 (サンガ)は、 (葬儀などの)世俗の活動を禁じられていますから、釈尊の葬儀

は在家の信者が行ないました。そして、サンガと関係なしに遺骨(仏舎利)を埋葬して、

ス卜ゥ ーパ(仏塔)を建てました。(白本で墓のまわりに立てる卒塔婆そとほは、その由来

を汲むものです。) 仏舎利は分骨され、イン卜、各地の仏塔に埋められたほか、中国から日

本にも伝わって、五重の塔の下に埋まってい(ることになってしつます。インドで仏塔を

管理したのは在家の人びとでした。仏塔にも布施が集まるので、仏塔を根拠地にする修行

者が現れ、彼らが在家修行の重要性を強調した一一これが、平川彰博士の唱えた大乗教=

仏塔信仰起源説です。

歴却れ急ごう成仏一一在家修行の強調

出家修行者の集団(サンガ)は、釈尊自身が開いたものですから、在家修行の優越性を

主張するには工夫が必要です。そこで菩薩たちは、釈尊が成仏した原因をこう解釈しまし

た。釈尊が覚りを開くまで出家者として修行したのはたった 6年間た‘ったが、実はそれ以

前に長い修行のプロセスがあった。仏陀の前生語(ジャータ刀)伝説を利用して、発願し

てから三阿僧祇却あそヲきこう百却(~10õ9年)の修行があったと主張します。その大部分は出
家者でなかったから、在家の修行こそが成仏の決め手だ、というのです。この考え方を歴

却成仏といい、密教の即身成仏とは反対の考え方です。

それでは大乗の菩薩たちは、どんな修行をしたのでしょうかつ 彼らは自分たちを凡夫

豆董藍と位置づけ、文殊、観音、弥勧みら〈といった大菩薩を模範と仰ぎます。小乗の浬繋

は灰身減智かり川~?死んだ仏陀は雲散無消する)ですが、大乗は不住浬繋ふhヲねμ を説
き、大菩薩は仏陀と等しい境地に達しながら、衆生済度日じけさいどのため浬繋に入らないで

活動を続けると考えます。菩薩の修行は、布施(財物を施す) ・持戒 (大乗戒を守る)

忍辱己んヰ<(苦難を忍ぶ) ・精進(勇敢に覚りをめざす) ・禅定・智慧 (=般若)の六技羅

室を基本とします。波羅蜜は「完成j の意味なので、監室盗塁室は「智慧の完成J (後述

する「空の思想Jを指す)とし寸意味になります。

初期大乗の経典

西暦紀元前後から千年近くにわたって、インドで数多くの大乗経典が編まれました。そ

のうちかなりのものはシルクロードを経て中国へ伝わり、漢訳されました。そうしたなか

では、般若経のグループ、特に『小品しけ臥般若経~ r大品般若経』がし、ちばん古く、そ
れに「蚕両面若経J r般若心経~ ~理趣経』などが続き、これらはのちに r大般若経』六
百巻にまとまりました。ほかに、 『堆摩刷、ま経~ (在家の縫摩窟士が小乗の出家者を言い
負かす) ・『勝霊しけまん経J ・『阿関ゐし・〈仏国経』、 f重盛笠』、 「遠望星』、重主三重
経(r無量寿経j r観無量寿経~ u阿弥陀経~ )などが初期仏典として重要です。

般若教団(中観派)の教理

大乗仏教の大成者に、龍樹勺刊し。 (Nagarjuna)がいます。彼は 2~3 世紀ごろ、南イン
ドの出身で、 ?中論Jj (空観の書)、 r大智度論.! (大品般若経の注釈〕、 『十佳毘婆沙
論! (十地笹の注釈)などを書きました。室豊くうがんとは、あらゆる事物(一切諸法)が空

でめり固定的な実体をもたないと観じる思想、です。これは、説一切有部の法有 (現象は一

切実体を持たないが、その法則性そのものは不変の実体である)の立場のさらに上を行く

ものです。空sunyaは無と違い、 「有でもなく、無でもなLリのですが、一切を空とみる
空観によれば、 「本来が空である煩悩を断滅すること もありえないJとし寸極端な主張に

なります。覚りたい、仏陀に成りたいと考えているうちはダメだ、というわけです(~般
若心経』にもそう書いてあります~プリント参照)。 仏陀を、極限的な到達点ではなく、

そこに至るプロセス全体(菩薩行)として再定義し、 (完全な出家でもない、かと言って

完全な在家でもないまま)能動的な修行態度を獲得するのが、般若教団のテーマで1す。大

乗の教えはすべて、この空観を踏まえています。

般若経典の語法は独特で、対立する両方を否定します(自分の立場をポジティヴに述べ

ません)。 八不立川 (不生不滅、不常不断、不一不異、不来不去)がそれです。

多くの仏陀たち

バラモン・ヒンドゥー教から見れば、釈尊は、数ある神々・覚書たちの一人にすぎませ

ん。そうした見方は仏教にも徐々に浸透し、釈尊以外の仏陀がいた(いる)という考えと

なります。まず、イム伝文学のなかの燃燈仏。釈尊は修行の途中でこの仏に会い、将来の成

仏を約束されます(授記)。 彼に照らされて以後、修行の道を歩いたというのです。燃燈

仏は過去仏ですが、それ以外にもつけ加えられ、やがて過去七仏が信仰されるようになり

ました。いっぽう、仏陀は広大な三千大千世界を教化範囲とするという考え方から、釈尊

のほかに仏陀がいま現存する(現在他仏)という発想には抵抗がありました。

最初に現在他仏を唱えたのは、小乗・大衆部の十万世界一仏多仏論と言われます(他の

部派はこれを、非仏説(インチキ)だと攻撃しました)。 三千大千世界がいくつもあり、

それぞれに仏陀がいるというのです。大乗はこれを受け、東万・妙喜国には阿関仏が、西

方・極楽には阿弥陀仏が住する、などの信仰をうみ出しました。十方の仏陀を観ずる t般

舟三昧~:A..~.，.ざんまい経』が行なわれ、それぞれの仏陀の仏塔や仏像も作られました。

浄土教団と阿弥陀信仰

阿弥陀仏は、 Amitabha (無量光)、 加litayus (無量寿)の音訳で、 “寿命無限の光り輝
く仏陀"という意味です。今日の研究によると、その実体はイラン(インドの西方!)に

広まっていた拝火ゾロ77.7-教の神(アフラマズダ)で、それが仏教化したものです(ですか
ら浄土宗は、仏教のなかでも一神教に近いのです)。 また極楽は、チグリス川河口に実在

した小島と言われます。極楽はのちに、浄土でもあると考えられるようになります。

阿弥陀信仰は、阿弥陀仏の仏国土(=極楽〉に往生(=転生)して、そこで成仏しよう

というものです。ごく初期の『大阿弥陀経l (r無量寿経Jの呉訳本)では、①六波羅蜜

の修行者、 OIム塔信仰者、③念仏を唱える者、が極楽往生するとされますが、のちの経典
では①、②が除かれ、③だけ(念仏が極楽往生の必要条件)になります。

「争.1.;径典によれば、阿弥陀仏の前身・法蔵:!う引菩薩はその昔、世自在王U ざい削如来に対

して四十八の誓願をしました。その第二十二願に「われ仏となるとき、他方の仏土の諸々

の菩薩衆、わが国に来生せば・ー一必ず一生補処い司い日い 〈つぎに生まれるときは成仏でき



る修行ランク)に至らしめんJとあります。そのあと成仏し、阿弥陀仏となったのですか

ら、約束どおり極楽に往生すれば、歴却の修行など必要なく、成仏が保証されるというわ

けです。極楽は、宝石の樹が生え、妙なる音楽が流れ、修行には最適の場所とされます。

阿弥陀仏の寿命が尽きたあとを、観音菩薩→勢至菩薩と継ぐことになっており、この二つ

を本尊とあわせて阿弥陀三尊と呼びます。

法華経と法華教団

法華経(妙法蓮華経)は、 “白蓮のごとく正しい教え"という意味で、鳩摩羅什〈まりじ刊

の漢訳か有名で、す。全部で二七(羅什訳は二八)品あり、いくつかの段階をへて、紀元前

後に徐々に完成しました。この経典を伝持していた教団は、仏塔信仰を重視し、他の教団

と厳しい対立関係にあり、経巻をも信仰の対象とした点が特徴です。声聞・縁覚・菩薩の

三乗はそのまま一仏乗であるとする金三畳二日んれつ(開三顕一)の思想、釈尊は永遠の昔

に成仏し今も霊鷲山?.つじ・ぜんに住するという久遠実成〈おんじつじ口仏の信仰を説きます。

法華経の前半を遮門L川いといい、第三・誓E恥ゅ品(他の経典は方便で、法華経が本物

であるという「火宅の空j)、第十一・見宝塔品 (多宝如来が出現する)、第十二・提婆

品(悪人・女人成仏を説く)などを含みます。後半を本門といい、第十五・従地涌出品じ・

円札口ι(大勢の菩薩が現れる)、第十六・如来寿量品などを含みます。

華厳経と華厳教団

『華厳経』は、単独だった経典を四世紀ごろ、中央アジアで編纂したもの。そのテーマ

は、多様に展開した大乗の諸仏・思想、を、どのように統合するかであると言えます。初期

の華厳思想を表現した『十地出 (のちに第二十二・+地品)は、十の数を重視し、菩薩

の修行段階を十地に分けます(但u菩薩道)。

華厳経は、黙坐する毘慮遮那びるしバ Vairocana仏(=釈尊)の面前で、普賢ふ札、文殊
などの菩薩が説法するかたちで進みます。彼らは無限の過去時に一切智性い勺さいちいヲを求め

て永遠の行を踏み出したもので、彼らが獅子奮迅(外道や他の二乗に勝る、の意味)三味

に入ると、宇宙の実相が主主重韮盛れん'f.;'っしけこん世界として顕れ、無数の菩薩が修行を続け

ている様が明らかになります。この世界は、法身::."?l..Ao毘虚遮那仏(字宙大の巨大な仏陀の

身体)にほかなりません。(だから華厳宗では、大仏を作ります。)

普賢行";':"^'~..t? (無量却の修行)が、すべての菩薩の歩む道です。そのコースを、善財童
壬ぜんざいどうじも歩み始めます。彼は茎塁萱藍に触発されて、求法遍歴を開始し、 53人の善知
識を訪ねます。弥勅菩薩のもとでは、菩薩たちの衆生利益。'P(ボランティア活動)の様

子を観じます。最後に文殊菩薩は、行により普賢法界h 糾、に入るべきことを教えます。華

厳の思想、はあくまでも、三却成仏・歴却成仏を主張します。

星茶羅と三身説

華厳教団は墨茶羅まんだ今も罫見します。豊茶羅とは“すべての要素がひとつも欠けること

なく具足した総体"、すなわちこの世界の実相を意味します。華厳経では、一種リアリテ

ィの逆転が起こっており、従来なら「現実世界のなかで、成仏をめざして修行を続けるJ

と考えていたところを、 「修行を続けるからこそ、 現実世界がこのように現れてくるJと

考えます。すべては仏性の顕現なのです。華厳の教えによれば、空〈ヲとは、 「世界が、一

人の人間の主体的条件(信・願・ 行)により、幻のように顕現し、維持されることJとな

ります。報身U じん.(:去身I!?:"ん・応身必うじんの、仏の三身さんじん説も、 華厳の思想、です。報身は

覚りの結果この世に出現した仏陀の具体的なかたちのこと。成仏した人間は報身として、

仏国土を与えられます， 0 法身は、法そのもの。応身は、衆生の求めに応じて現れる仏陀の

かたちで、百(経)のなかで説かれているものです。

密教の世界:n台蔵界と金剛界
密教は、ヒンド一教化した仏教で、 「大日経j (7世紀半ば西インドで成立)、 『金剛

頂桂~(í世紀末成立〉 が主要な，径典です。密教のテーマは、 「修行を続けるから仏陀と

なるJとL寸常識を、 「仏陀であるから修行が読けられるJと逆転することです。仏陀で

すからもう修行は必要なく、自分が仏陀であると確信すればよいことになります。

『大日経』は、中尊:大日如来(=毘虚遮那仏)を中心とする胎蔵界蔓茶羅として世界

をとらえます。毘虚遮那は説法して、初発心から覚りに至り、毘塵遮那仏としての報身を

えたこと、智慧(般若)を完成させたあと、慈悲を発揮して、加持(神秘的な呪術力)

神変を発揮していることを説法します。大日経の修行は、一尊漁伽、すなわち、憂茶羅の

中の一尊を三密(身・口・意の三業の働き)加持で模倣することで、その尊と自己とを稔

伽することです。この段階ではまだ、即身成仏は否定されています。修行を続ける励みと

して、覚りの境地をちょっと体験するというのが、一尊議伽の趣旨です。

いっぽう『金剛頂経』は、即身成仏を主張します。 rオウム、一切の如来たちがある如
くに我はありJと仏身円満の真言(呪文)を唱え、三勝耶さん日印(手) ・法印 (真言)

掲摩印を結ぶと、 “象徴されるものと象徴それ自体とは同一である"という密教の宇宙方

程式によって、即身成仏が果たされます。金剛頂経の金剛界墨茶羅は、中尊・毘慮遮那を

中央に、一切如来 (阿閥、宝頂、阿弥陀、不空成就、ほか)を周囲に配したもので、す。

密教は、仏教の最新ヴァージョンとして中国に伝わり、空海がそれを巴本に伝えて真言

宗を聞きました。

タントリズムの世界

密教はその後、ヒンドゥー教と混滑して、インドから仏教は消えてしまいます。

密教の流れをくむタン卜リズムは、戸林~')^'墓地の裏手の荒れ地)で男女抱合の儀式
を行ないサンヴァラ(性的合ーによる至高の快楽)を得る、という怪しげならのでした。

地面の上に墨茶羅を描き、般若=女性、方便=男性、菩提心=男女の抱合、と~¥う象徴方
程式を立てて、集団的に男女が抱合します。この儀式専門の、茶棋尼にさにという秘教集団

の女性もいました。このように性的快楽を、密教にいう成仏を確信する方法に採用したの

がタントリズムです。そのほかに、殺生・妄語・盗・淫・糞尿食・・・ーなど、仏教の戒と反

対のことを故意に行なう修行法まで現れました。

中国・東アジアの仏教

インドでは、経典とそれを伝持する教団とがきちんと対応していましたが、中国にはば

らばらに経典が持ち込まれて訳されたので、混乱が生じました。 そこで、どの経典が大事

か判定する教祖判釈&けそうほんじ・((略して教判)が行なわれます。教判には諸説があり、さ

まざまな宗派をうみましたが、天台宗の開祖・天台智頭目は経典を成立時期別に五つに整

理します(五時教判)。 華厳時(覚りの直後に華厳経を説いたが、レヴェルが高すぎた)

→鹿苑時(やさしい阿含経を説いた〉→方等時(維摩経、勝重経を説いた)→般若時(般

若経を説いた)→法華浬袋時 (法華経、浬繋経を説いた)のJI直に釈尊が説法したと考え、

法華経をほかの経典より上位に位置づけるのが天台宗の教義です。これを、最澄が日本に

伝え、南部仏教に対抗する比叡山延麿寺をさl躍しました。

巳惨考文献口

平川彰ほか編「講座大乗仏教j (全10巻)春秋社。
中村元?ナーガールジュナj (人類の知的遺産13)講談社。
陳舜臣 F蔓陀羅の人j (上 ・下)T B S 7'1)9ニカ ~空海を主人公とする出色の小説

牢次回(6月21日)は、特別ゲストを招いて、公開討論を行なう予定です。
本小テスト (1/3:5月24日実施)のカヴァーは、つぎの課題(任意)です。
1 )教会に行く・・…・近くのキリスト教会の日曜礼拝に参加し、簡単なレポートを書く。

または 週報など、参加の証拠となるものを添付すること。

2 )聖書を読むー・・・聖書のとれか一書を読み、その感想、をまとめる。

小テストを受けた人も、提出できます。締切:6月末日。提出先 ~4 号館 3 F郵便受
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イスラム敏とは何か

ウンマとイスラムP去
1996.6.28 
橋爪大三郎

キーワードーームハンマド、ウンマ、ヒジュラ、ジハード、コーラン、スンナ

イスラム教をめぐる誤解

キリス卜教徒が全世界で‘約10億人なのに対して、イスラム教徒は手堅く見積もって5億
5千万人。その内訳は、アラブに3000万人、西アジアの非アラフ'圏に6000万人、アラビア

語を話すアフリカ圏に7000万人、それ以外のアフリカに6000万人、インド近辺に l億5千
万人、東南アジアに l億人、旧ソ連に3000万人、中国に1500万人、バルカン半島に 500万
人などとなっています。

日本にはイスラム教徒があまりいません。そのため、いろいろな誤解がまかり通ってい

るようです。回教とかマホメッ卜教とかいった、誤った呼び方をする人もまだいます。

誤解としてはたとえば、①イスラム教=アラブの宗教、というもの。②イスラム教はア

ラーの神を信ずる宗教、というもの。③「片手に剣、片手にコーランj、④砂漠の宗教、

などのイメージ。⑤ホメイニ師はイスラム僧....、などの誤解と、いろいろあります。③

は、キリスト教の宣伝文句ですが、戦闘的だったのはキリスト教のほうなのです。

ムハンマドの生涯

イスラム教は、預言者ムハンマド(570-632)によって創始されました。

当時のアラ ビア半島は、混乱の最中にありました。商業は盛んでしたが、部族抗争が相

継ぎ、流血が絶えません。また、ユターャ教、キリスト教、偶像崇拝などが入り乱れて、宗

教的にも混乱していました。

ムハンマドはメッカの町に、名門クライシュ族の一員として生まれます。生前に父、 6

歳で母と死別した彼は、伯父の庇護のもとに商人となり、富裕な商家の未亡人ハテ'ィーシ

ャの隊商を任されて期待に応え、年上の彼女と結婚します。 3男4女の父となりますが、
男児はみな夫折しました。やがて人生の意味を思い悩むようになり、砂漠で膜想、ネスト

リウス派などのキリス卜教に触れたりもします。

神の啓示と苦難

そしてムハンマド40歳のとき、ついにメッカ郊外のヒラ一山上で、大天使ジャブライー
ルから神の啓示を受けます(以後彼は、 20年にわたって啓示を受け続けます)。 妻は預言
者を道を進むよう、彼を励まします。彼は布教を始め、妻や友人のアブー=パクルなどの

信者を得ます。しかし、メッカの人びとは彼を敵視し、迫害があいつぎ命さえ危険な状態

になります。(天使に連れられて、一夜のうちにエルサレムに飛び、そこから昇天してイ

エス、モーゼ、アブラハムに会って帰ってくるという奇蹟を体験するのもこの頃です。)

622年、彼は信者とともにヤスリブ(いまのjT-{土)に逃れます(ヒジュラ=聖遷)。
この年がイスラム紀元(ヒジュラ歴)の元年です。この地でtムハンマドは、ムハージルー

ン(移住者・メ ッカから移住してきた信者)のみならず、多くのアンサール (援助者 メ

ディナで改宗した信者)を獲得して、教団の基礎を固めます。そしてメッカに戻るクライ

シュ族の隊商を襲撃、敗走させますかくドルの勝手lj)。 その後の戦闘を有利に進めたムハ

ンマドは 630年、メ ッカに無血入城、カーパ神殿の偶像を打壊し、奴隷 (=メ ッカ住民j

の解放を宣言します。アラブの諸部族は進んで盟約を求め、イスラム共同体(ウンマ)が

形成されていきました。

ムハンマドは、急速に拡大するウンマを指導し、異教徒との戦い(ジハード)を指揮し

ますが、まもなく病をえて、 632年にメッカで死去します。

イスラム教の教理

ムノリマドの唱えたイスラムの教えは、タウヒード(神の唯→生)とし、うことばに要約

できます。これは、キリスト教の三位一体を意識したものでしょう。

神アッラーは、唯一絶対永遠の神。全知全能の創造主で、復讐と慈悲の神、最後の審判

の裁き主。生まず生まれず、不可見で、姿なく形なく色なく部分なく、始めなく終わりな

い、不変不易の存在。耳なしに一切を聴き、固なしに一切を見る。ア yラーの言葉は永遠

不滅であるといいます。アッラーに仕えるのは、天使たち。天使たちは、光から作られ、

男女なく老若なく、飲まず喰わず‘生まない。人間の行動を記録し、裁判の材料とします。

さらに幽鬼(ジン)は、火焔から作られ、男女あり生殖あり善悪あり、の生き物です。

イスラム教も最後の審判を信じます。神はその日、死者をよみがえらせ、一人ひとりを

生前の信仰と行為によって裁いて、天固または地獄に送ります。

ムスリムの務め

イスラム教には、五つの住(ムスリムの務め)があります。第一は礼拝。一日に五回、

メッカのカーパ神殿の方角に向かつて礼拝します。その方角を示す印を、キブラといいま

す。第二はず力一卜(喜捨)。 第三は、断食(ラマダーン)。 毎年イスラム歴9月の一箇
月間、昼間は食事や飲み水をとることができません。ただし、(1)病人や旅人、 (2)妊婦およ
び授乳中の婦人、 (3)老衰者、は断食を免除されます。イスラム歴は一年が 354日なので、
西暦とのあいだに百年で三年の誤差が出ます。第四は、メッカ巡礼。 一生のうち一度は、

メッカに巡礼に出かけるのがムスリムの務めとされています。毎年メッカには数百万人が

集まります。これに、信仰告白を加えて、ムスリムの五つの務めとします。

以上の五つの柱がムスリムの、儀礼的な神への務めとすれば、実践的な神への務めとし

て、ジハード(聖戦)、シャリーア(イスラム法)の遵守があげられます。ジハードは、

戦争に限らず、イスラム教を発展させる努力をいい、その途上で倒れたムスリムには天国

が約束されます。イスラム法は、聖典『クルアーンJその他の定める法規をいい、豚肉、

賭事、飲酒、利子(リバー)の禁止や複婚の承認など、さまざまな生活規定を含みます。

ムスリムの構成する人類大の社会が、ウンマ(イスラム共同体)です。すなわちウンマ

とは、唯一神アッラーを究極の主権者、使徒・預言者ムハンマドをその地上における代理

人と認めるムスリムたちの組織する、宗教共同体です。

正統カリフの時代

イスラム教は、モーゼやイエスを預言者と認め、ユダヤ教徒、キリス卜教徒を「啓典の

民」として尊重します。ムハンマドは、最後で最大の預言者、神の使徒と して、新たな啓

示をもたらし、地上で宗教的、政治的権威を兼ねそなえた存在として君臨しました。(た

だし:彼は、ただの人間であることが強調され、彼個人を崇拝するいかなる試みも厳しく禁

じられています。) ムハンマドの死後、その宗教的権威を継ぐ者はいませんが、政治的権

威を継承してウンマを統率する者として、カリフ(神の使徒の代理人)が選ばれます。

ムハンマドの死後、叛乱や偽預言者の活動によって、ウンマは解体の危機に瀕します。

ムハージルーンとアンサールの反目もありましたが、長老会議でアブー=パクルが初代の

カリフに選出されます。彼の没後、ウマル→ウスマーン→アリーが!I慣にカリフの位を継承

します。この4名を、正統カリフといいます。この間に、イスラム教徒は広大な領土を獲
得しました。

ウマイヤ家のウスマーンが暗殺されたあとに立ったアリーも、 661年に暗殺されます。
かわってカリフになったのは、ウマイヤ家のムアウィアで、以後14代にわたるウマイヤ朝
が始まります。いっぽう、熱烈なアリーの支持者は、アリー(とムハンマドの娘ファーテ

イマ)の血統を正統カリフ(イマーム)と認めるシーア派となりました。これに対して、

シーア派でないムスリムをスンニ一派といいます。

『クルアーン』の成り立ち

ムハンマドに下された神の啓示『クルアーン』がいまの形に編纂されたのは、第三代の

カリフ、ウスマーンの時代のこと。以後、誰の手も加えられていません。この点、仏教や

キリスト教、ユダヤ教の聖典に比較しでも、テキストの成立は信頼が置けます。



イスラム教の教義によると、アッラーの手元に原本『ウンム=アルキターブ~ (天の銘

版)があり、それが大天使ジャブライールの手でアラビア語に翻訳されて、ムハンマドに

読み聞かされました。ムハンマ I~'は、今日でL、う痴痢だったらしく、時折毛布をかぶって
意識を失い、神の啓示を口走ります。それを傍らで筆記して、もれなく集めたのが『クル

アーン(コーラン)~です。
『クルアーン』は 114章からなり、排JIJは、啓示とほぼ逆の順番になっています。 rク
ルアーンJの翻訳や解説は、聖典と認められないので、世界中のムスリムはアラビア語を

学習し、アラビア語が彼らの共通語になりました。旧約聖書や新約聖書からの引用も豊富

で、手リスト教やユダヤ教に対する論争的な部分もあります。

イスラム法とはなにか

人類普遍の法であるイスラム法に忠実に従った生活を送る一一これが、ムスリムの基本

です。イスラム法は聖典『クルアーン』を根本に、それ以外の法源にもとづいてイスラム

法学者が構築したものです。その組み立ては、ユダヤj去とよく似ています。

イスラム法によると、人間の言動はすべて、イスラム法のなかに対応する判断(hukm)を

持ちます。法判断は、該当する明文(法源)から直接・間接に導かれます。法源から法判

断を導くのが法学の仕事です。

西欧には、人聞が法律を作ってよい、という考え方があります。議会がまず立法を行な

い、法律がで、きます。それを解釈・運用するのが法学者の仕事です。しかしイスラム教に

にると、法律は神が作ったもので、永遠不変です。その法律を発見するのが法学者です。

法学者がいなければ、法律もないわけで、彼らの社会的な地位はきわめて高いのです。

イスラム法の法源

イスラム法の法源は、全部で10種類ありますが、大事なのは最初の4つです。
第←i去源は、 『ク jレアーン』。神の啓示がそのまま、人間との契約=i去になります。
第二法源は、スンナ(伝承)。 使徒ムハンマドの行為・言葉が、今日まで伝承され、法

源となっています。~クルアーン』で解決のつかないことの多くが、これで解決します。
第三J去源は、イジュマー。新しい事態が生じて法判断に困る場合、イスラム世界のすぐ
れた法学者(ムジュタヒド)全員に手紙で呼びかけて、返事をもらい、その一致があれば

以後、それが法源となってムスリム全体を拘束します。

第四法源は、キヤース。明文がなくて判断に困る場合、法学者が論理的な推論によって

判断を下すことです。ただし、英米法の場合、ある判事の判断は判例としてほかの判事を

拘束するのですが、イスラム法の場合、キヤースはほかの法学者を拘束しません。判例と

して法学者を拘束できるのは、ムハンマドの下した法判断だけで、す。

イスラムj去の体系は、千年も前に成立しましたが、現代数学と同じ公理論的構成(axiom-

atic constructionlをとっています。ローマ7去の影響もあるようですが、形式的に完備し

た法によって、多民族・全人類規模の共同体をつくりあげたのは驚嘆に値します。

クlレアーンとスンナ

『クルアーンJが法源として正当なのは、それが神からのものだからです。それは、①

神でなければ不可能なほど完壁な作品だから、②『クルアーンJのなかに、もし疑うなら

人聞が作ってみよと挑発があるのに誰も作らなかったから、などで証明されます。 ~クル

アーン』には、(1)信条的規範(ムスリムが信ずべきこと)、 (2H命理的規範(ムスリムが行
なったほうがいいこと)、 (3)行為規範、の三種がありますが、 (3)のみが法規範です。

スンナとは、神の使徒(ムハンマド、)から出た言葉・行為・承認です。スンナの伝承に

は、イスナード(伝承の鎖)がついており、その違いでスシナの信頼性に差が出ます。土

タワーテイルのスンナ(大勢の人びとが使徒から伝え・..現代に伝わったスンナ)が、も

っとも信頼のおけるスンナです。修IJをあげるなら、

ウマル・イブヌ=ル=ノV ターブの息子、アブー・アブドッ=ラフマーン一一アラーよ

彼ら両名を嘉したまえーーの権威による。彼は伝えてL情。 r私はアッラーの御使一一ア
ッラーよ彼に祝福と平安を与えたまえ一一ーがこう言われたのを聞いた。

イスラームは五つの〔柱〕の上に建てられている。つまり、アッラ一以外に神はなく、

ムハンマドがアッラーの使徒であると証言すること。ならびに礼拝を行ない、喜捨を払い、

〔アッラーの〕家に巡礼し、ラマダーン月に断食することである。

この伝承は、アル=ブハーリーとムスリムの二人が伝えている。~ r40のハディース』

スンナを編纂した書物を、ハディースといいます。これは、預言者(ムハンマド)の伝

承のことで、多くの法学者によってハディース集が編纂されました。

イジュマーとキヤース

第三法源のイジュマーとは、使徒没後のある時代に、すべてのムジュタヒド(イジュテ

ィハードを行なう資格のある法学者〉が全員一致で示した判断のことです。後代の法学者

は、これを覆すことはできません。ムジュタヒドは、 rクルアーン』およびノ、ディースに
精通している人びとで、イジュティハード(注源から法判断を導く努力)を行なって、質

問に回答します。

キヤースは、明文のない事件と明文のある事件を、明文に示された判断で結合すること

です。キヤースには、 「基本」と「枝Jがあります。例をあげれば、基本=ブドウ酒(飲

んではいけなしリ、枝=ナツメヤシ酒、があった場合、その禁止の理由(酔っぱらうから

いけなしつをあいだに挟めば、ナツメヤシ酒も飲んではいけないと結論できます。これが

キヤースです。

回大法学派

イスラム法の体系が今日のかたちになるまで、いくつかの段階がありました。①ムハン

マドの存命中(使徒の時代)は、法規範は神と使徒の判断、法源、はクルアーンとスンナの

み。つぎに、②教友の時代は、法規範は①+教友(ムハンマドの友人)たちのファトワー

(文書で提出される意見)と裁決、法源は①+教友たちのイジュティハード。教友たちも

死に絶え、@後読者たちの時代となって、法規範は②+ムジュタヒドたちのファトワーや

裁決、法源は②+指導的ムジュタヒドたちのイジュティハード、ということになります。

イスラムの法理論を確立するのにもっとも貢献したのは、イマーム・シャーフィーとい

う学者で、ヒジュラ暦 204年の没。そののちもハテ'ィースの収集や法体系の整備が続けら
れ、ハナーフィ一派、マリーキ一派、シャーフィ一派、ハンパリ一派の回大法学派に分か

れました。そのほかに、シーア・十二イマーム派もあります。ムスリムはこれらどれかの

法学派に属することになっていて(国や地域ごとにだいたい学派が決まっている)、裁判

でもそれぞれの学派ごとに異なった法が適用されます。

四大法学派も、いくつもの派に分かれています。ハンパリ 一派の流れをくむワッノ、ーブ

派は、 18世紀のアブドル・ワッハーブが創始した学派で、サウジアラビアで有力であり、
飲酒の禁止、イスラム法の厳格な適用など、保守的な主張で知られています。

イラン・イスラム革命

イランのパーレビ国王は、欧米型の急速な近代化 ・産業化を進めていま した。そのため

ホメイニ師をはじめとするイスラムの法学者を弾圧したので、彼ら法学者の指導によるイ

ラン・イスラム革命が起こりました。彼らの主張をひとくちで言うなら、 「よくも近代化

して、イスラム教の原則を台なしにしてくれたな」というものです。イスラムの原則に忠

実なイスラム原理主義が、過激なテロと結びつくのではと欧米社会は恐れています。

6月21日はゲスト講師。 7月5日には、 「儒教とは何かJを講義します。

本期末テスト(持込み不可)を7月 12日(金〕に実施します。レポートで試験に替えた
いひとは、試験を受験しないでもよいです。



96東工大文系基礎科目

宗教社会学(前期)③

儒敏とは何か

子L~の思想、-朱子こ学全

1996. 7. 5 
橋爪大三郎

キーワードー…ー礼、徳治主義、士大夫、天命、易姓革命、四書五経、理/気

中国社会の基本構造

儒教は、中国独特の思想です。まず中国とは何かについて、理解しておくべきでしょう。

中国は、単一民族ではありません。中国を、日本のようなひとつの固と考えるより、一

個の世界と考えるべきです。それに匹敵するのは、ヨーロツノぞでしょう。ヨーロッJ'::は、

地中海とアルプス山脈に隔てられて、民族統合が進みませんでしたが、文化的にはキリス

ト教という共通項をもっています。いっぽう、大平原で移動の自由な中国は、儒教を軸に

多くの民族が融合し、漢民族(中国人〉を形成しました。^

{需教の根本は、差別道徳です。中国は、底辺における圭珪 / ¥ 官僚機構

(父系の血縁集団)、頂点における官僚機構の、二種類の人 ム一一一与

間関係からなります。修身→斉家→治国→平天下という順序 ムム…ム宗族

は、宗族のうえに集権的な国家機構が位置する関係を表しています。親を大事にし、その

つぎに兄弟や身内、それから他の人ひeとに及んでし 1く差別的な儒教道徳は、こうした社会

構造と調和しています。戦乱の続く中国では、宗族は安全のために不可欠なのです。

宗族(そ汗()は、父系血縁集団 (patrilinealdescenl group)です。日本にはないので理
解しにくいですが、祖先崇拝を行なう数百~数万人規模の集団と考えてくださし、。中国で

は血縁関係が強力です。それと官僚機構を絶縁するため、科挙や宣官が導入されました。

そのどちらも日本に入りませんでしたが、それは日本に宗族がないからです。

都市国家から帝国へ

儒教は、古代中国の戦乱の時代に生まれた思想、です。その社会背景を理解しましょう。

中国の歴史は、漢民族が周辺民族を同化し、膨張していく過程です。中国で最初に都市

国家が現れたのは、黄河の上流域。以後、千年以上をかけて、それが筆中→肇南に拡大し

ていきました。華南の米作文化は、城壁をつくる習慣がなかったのです。

段の遺跡は、巨大な域壁と祭儀場で特徴づけられます。城壁は版築(粘土を練り固め

た煉五)で作ります。それに代わった周(もとは般に同化した西方の遊牧民)は、王族が

トルコ系、民衆はチベット系だったらしく、王と諸侯(王の一族や有力氏族〕が要塞都市

を約1000建設しました。大きな都市は域(内倒的、郭(外側)の二重の城壁をもち、国/
都/邑の序列がありました。社会制度は封建制で、都市は封土(諸侯に与えられた土地)

を持ちます。ほかの都市は王が同族を派遣して治めさせましたが、やがて諸侯化します。

社会階層は、王・諸侯と貴族(その血縁者)/庶民(農民・職人・商人)/国人(被征服

民)/野人(都市外に住む)のように、複合的でした。都市国家はその周辺を治めるのみ

で、あとは原野が広がっていました。周も、祭政一致によって統治されていました。

新興階級の台頭

春秋→戦国にかけて、大きな社会変動が起こります。都市国家が崩壊し、より広い範囲

で統合され、領土国家→帝国(秦・漢〉が成立していきます。戦闘方法も変化し、都市内

に「里」という単位で住んでいた農民は、氏族的に結束し、 「士」と称して戦争に参加し

ました。歩兵が増加(野人も参加〕し、騎兵軍団も登場します。それにともなって、貴族

が没落し、新しいタイプの士人が登場します。孔子もこの階層の一員でした。彼らは周初

の「天」のイデオロギーを再評価する新思潮を信奉しましたが、これが儒教でした。

当時の中国は、奴隷制で、諸侯は家内奴隷を抱えていました。男性の家内抗隷を臣、女

性を妾といいます。諸侯の家内奴隷は、次第に側近と化し、権力をふるい始めます。する

と奴隷でないのに、自発的に臣になろうとする者も出てきますが、これを宣といいます。

新しいタイプの士人は、こうした人ひ‘とでした。 i皮らは、宰相(周公旦)を美化して理想、
とし、血縁にもとづかない(教育にもとづく)人材抜擢が国家を強化すると主張します。

いっぽう大夫は、新興地主で、士・大夫の両階層が台頭していったのでした。

孔子の生涯

中国史上、最初の知識人・孔子(前552-479)は、こうした時代に出現します。彼は、姓

は孔、名は丘、字を仲尼。春秋時代の末期、魯(現山東省)の曲阜に生まれます。魯は、

周の建国の功臣・周公旦の子が興したl国でした。父は叔梁続、母は顔徴在、父は士の身分

でしたが、二人は結婚していませんでした。孔子は子供のころから苦労し、さまざまな職

を転々として育ちます。青年時代、下っ端の役人(倉庫、牧場の番人〕になります。二十

歳の頃結婚、息子の鯉が生まれます。 36歳のとき、魯の昭公が亡命するのに従って、特に
家臣で、はなかったのですが、斉国に随行します。のち帰国、孔子学団を形成します。息子

の鯉もやがて死に、孔子52歳のとき魯の官僚になります。外交で一定の成功を収めるもの
の、国内改革を試みて失敗、挫折します。そののち魯を去って衛に、さらに曹→宋→鄭→

陳→衛→陳→察→楚→衛をへて、魯に帰国します (56~69歳入 途中、反対派に襲われて

殺されそうになったり(陳察の難)、帰国直前に弟子の顔回が死んだりなど、苦難が続き

ます。多くの弟子を指導しつつ学聞を続け、哀公十六年の4月、 74歳で病死しました。

孔子の業績

孔子の最大の業績は、古い文書を編纂し儒教の古典として残したことです。

儒教の古典を、四書五経と称しますが、これは後代の朱子による呼び名。五経をすべて

孔子が編纂したと伝えられていますが、事実ではありません。まず易経は、八卦占いのや

り方がまとめであり、春秋・戦国期に行なわれていた占いの集成です。書経は、王たちの

公的言辞の集成で、古文は説・晋代の偽作、今文さんみんは戦国後半期に編纂されたものとみ

られます。詩経は、祭把などの折に歌う歌詞を集めたもので、後世、孔子学派の人びとに

蒐集されたものです。込立場いきは、儀式の次第書きで、周礼は漢代の作、礼記、儀礼山、

も孔子以降と作とみられます。春秋は、魯の古記録にもとづいて歴史を記したもので、戦

国時代、孟子などの手で採用されたものです。いずれにせよ、こうした編纂事業は孔子が

先鞭をつけたもので、慣例を示す多くの事例が蒐集されました。

もうひとつの業績は、弟子の教育です。彼らを官僚として諸国に売り込むため、孔子は

弟子たちに文字、言語、朝儀、礼法、音楽、弓術なとを教え、学校は職業紹介所も兼ねま

した。礼とは、政治制度の意味で、こうした共通項がないと、民族・出身・文化的背景が

まちまちな当時の官僚は、統制がつかないのでした。

孔子の思想、

日本でなじみの深い益重は、弟子がまとめた孔干の言行録です。撃而篇~尭日篇まで二

十篇あり、三系統のテキストを合体したもの。その中心思想、は仁、すなわち、忠恕(まご

ころと思いやり)をともなった人間らしさの徳を説くものです。支配層の政治的努力と倫

理性(仁)によって、安定した国家笹営が実現できるという徳治主義の主張が、儒教の根

本です。さらに儒教は差別道徳の立場に立ち、家族や血のつながりを大事にしますが、こ

れは墨子の兼愛説(不特定の人に対して奉仕しよりよい関係を作ることを強調する説〕や

楊朱の自己愛説(人間は自分しか愛せないというリアリズム)に対立します。さらに孔子

は、 「述而不作のペてつ〈げ」とする伝統主義の立場も強調します。述べるとは、先輩から教

わったままを伝えること。これを先王の道と称します。新興の士階級が、こうした伝統的

支配者の文化を身につけうるとした点が、革新的なのでした。

儒教が中国の正統思想となったのは、政治がよければすべてが解決するという政治万能

主主にありました。孔子は「怪力乱神を語らず」とのべ、死後の世界や超常現象について



発言しませんでした。中国では、人間関係がすべてで、す。 祖先崇拝は、確定した過去の人

間関係によって、不安定な現在の人間関係を整序しようという試みと理解できます。聖人

(古代の政治家)を理想化するのも、閉じ伝統主義の現れだと考えられます。

(需教のテキス卜について

ここで儒教のテキス卜について整理しておくと、もっとも権威の高いテキス卜は経で、

「孔子以前から存在していた古典で、孔子の手によって編纂されたものjです。これにつ

ぐランクの伝は、 「孔子自身、及び孔子以後の学者の所説」です。これら経伝の欄外に附

せられた第一次的な解釈を、注といいます。注をさらに解釈し、必然的に経伝の本文も及

ぶ第二次的な解釈を、疏そといいます。これらは論理的で、問答体のものもあります。

漢代の五経は、易・書・詩・礼(儀礼) ・春秋(経文のみ)を指しました。論語は伝の

ひとつです。唐代の五経は、毛詩・尚喜・周易・礼記・左伝で、これに儀礼・周礼・公羊

伝・穀梁伝を加えて九経ともいいました。宋代の十三経は、易経(周易) ・書経(尚書)

・詩経 (毛詩) ・周礼・儀礼・礼記・春秋左伝・春秋公羊伝・春秋穀梁伝・論語・孝経・

爾雅・孟子をいいます。朱子学は四書五笹を掲げましたが、ここで四書とは論語・孟子・

大学・中庸をいい、後の二書はもともと礼記の一部が独立したものです。

孟子の生涯

孟子(前370?-290?)は戦国時代、留日刊の国 (現山東省、)に生まれました。姓は孟、名は

朝、字は子車といいますが、主主い立ちも青年時代もはっきりしません。三十代、孔子の孫

弟子に儒教を学ぶいっぽう、淳子安hんにんの弁論術、宋銅そうけん、安文ら原始道家の思想、

墨子の実用主義、楊朱の自愛説(感覚論的個人主義)など、諸子百家思想、の影響を受けま

した。 l順次、梁の恵王→斉の宣王→駿の文公の国政顧問となり、井田制など自らの政治思

想、の実現に努力しますが、果たさぬまま引退して死亡します。子供のころ、墓場の裏→市

場の脇→学校の隣に号!っ越したという孟母三遷の故事は伝説です。 r孟子Jは、古くは孟
子の著作と信じられましたが、弟子や孫弟子の記録を編集したもののようです。

孟子の思想

当時、農家の許行が、分業を廃止するE守主義的な平等社会論を唱えていました。孟子
はこれに反対、分業肯定論を唱えます。自給自足は反時代的で非現実的だとし、尭、舜の

時代から大人 (統治者)と小人(被統治者〉の基本的分業が確立していたと主張します。

また孟子は、孔子の王道思想、を継承します。王道は、孔子の仁愛を政治に拡張したもの

で、覇道に反対するもの。孔子は周の文王、武王、周公豆を理想化しましたが、墨子は夏

の再王の黄河治水の事績を理想化しました。孟子はさらに古く、尭、舜の道を説きます。

克、舜は禅定しましたが、高以降は世襲となりました。孟子の人間観は性善説で、性 (先

天的な人間固有の能力〉を善と考えます。これは萄干の性悪説に反対するものです。性善

説が発展して、仁義礼智の「四徳」となります。制度論としては、井田制を唱えました。

これは、九百畝を八家族に分割、中央の公団を共同耕作して租税とするという農地均分制

です。当時は実現しませんでしたが、そのアイデアが陪唐時代の国家政策に採用され、日

本にも班田制として伝わりました。

孟子の思想、でもっとも論争の種となったのが、重盛盤企益(=易性革命説)です。

般の湯王が夏の提りつ王(&末喜ば勺き)を、周の武王が般の村h ぅ王 C&坦己h き〉を討
って、新王朝を興したことの正統性をめぐる論争があります。伯夷はくい叔斉し叫ぜいの兄弟

は、段末の孤竹君の子でしたが、ともに位を譲って亡命し、文王に仕えましたが、文王の

子武王が村王を討ったのに反対し、首陽山に入って餓死した記事が論語にあります。孔子

はこの兄弟を絶賛しました。しかし孟子は、失{窓の君主は天命を失ったのだからもはや天

子でなくただの暴君であり、討ってよいという湯武放伐論を唱えました。これがのち、朱

子学の正統説となりますが、日本の尊皇思想、は、湯武放伐論を否定し君主(天皇〉への絶

対的忠誠を唱えるところから出発しました。孟子は明治維新の源泉のひとつなのです。

中華帝国の成立と儒教

中国を最初に統 した秦の始皇帝は、{需教でなく法家の思想を重視しました。焚書坑儒

の弾圧が有名ですが、漢代になると儒教も復興し、法家の思想、と/昆婿しながら、中華帝国

を統治する思想に再編成されていきます。

陪唐時代、儒教は正統思想、の中心に位置しましたが、仏教や道教の勢力もあなどりがた

く、土地所有に基礎をおいた世襲大貴族も強力でした。貴族制が解体し、皇帝を1頁去とす

る絶対主義的な官僚告IJが完成するのは、宋代です。このときに完備された科挙の制は、清

末までの中国に圧倒的な影響を及ぼします。とくに明代以降は、朱子学の解釈に従って科

挙の問題が出題されるというかたちで、朱子学が正統とされ、思想、が統制されました。

朱子と朱子学

圭壬(1130-1270)は、宋代の{語学者で、性は朱、名は案、尤渓県 (福建省)の生まれ。
父は高級官僚で、本人も科挙に合格、役人を務めたのち任期満了で帰郷、実質的な年金生

活とも言える悶様の宮となります。弟子を教えつつ勉学・著述に励み、 『通鑑網目J r近
思録Jや四書の注解を多く著しました。

朱子の興した圭王主は、唐代以降科挙にともなって出現した蓋董ム星(土主主〉の思想

的勝利の宣言とも言えるものです。士大夫は、土地を所有していないが国家中枢を占めら

れるというのがその主張で、道教・仏教(禅宗)や、門閥貴族・地主と対立する考え方で

す。朱子学は、絶学となっていた孔子・孟子の道を再建するという正統性を正面に掲げ、

四書→五経→道学という教育メソッドを確立しました。朱子学は、元代に科挙に採用され

てから六百年間にわたって、 中国の正統思想、の地位を占めます。

主塁塁は、北宋の四氏 (周波渓、程明道、程伊川、張横渠〉の著述の抜粋を編集した道

学の入門書。大学章旬、中膚章旬、論語集注Lっちゅう、孟子集注は四書の注解。朱子語類は

弟子の編んだ朱子の全集です。

朱子学と理/気の思忍

朱子学の特徴は、徹底した合理主義と哲学的な字宙観です。朱子自身、自然科学の素養

があり、天体の運行を模型を使って研究したり、雪の結品を観察したりしました。

朱子学は、天(宇宙〉の実態について思索を重ねて、主霊(もはやその先がない究極の

理=一気)→陰陽→五行(木・火・土・金・水の五大元素)→万物化生、という宇宙生成

の仮説を体系化しました。ここで塁とは、手苗に充満するガス状の連続的物質(エーテル

?)をいい、それが物を形づくる基体物質で、同時に生命の根源、でもあるといいます。こ

れによって従来の儒教の概念を解釈すると、命=天の賦与する行為、ないし、天が賦与し

たもの、性=天に賦与された理、仁義礼智=性の具体的内容、情=心の奥にひそむ性が外

物と接触するときの動き、などと体系的に整理できるのでした。

口参考文献

大室幹雄 1981 u'摩IJ場都市一一古代中国の世界像一一J三省堂 Cコ博学多識の謹蓄

宮崎市定 1974 r論語の新研究J岩波書庖 担当代一流の学者の分析の切れ味

戸川芳郎・蜂屋邦夫・溝口雄三 1987 ~儒教史~ c世界宗教史叢書10)山川出版社
員塚茂樹 1985 r孟子j C人類の知的遺産9)講談社
三浦国雄 1979 u'朱子 (人類の知的遺産19)講談社 む叙述明快で、なかなかの好著

山田慶児 1978 r朱子の自然学J岩波書居 ~自然科学者としての朱子を描いた名著
王輝 1994 F'中国官僚天国』岩波書庖 ∞官僚病の実態を赤裸々に描く
小室直樹 1996 Ij'小室直樹の中国原論j徳間書居
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宗教社会学(前期〉⑨

宗敬祉会学とはなにか:錨

手写ひ、ヲテ弓設を壬云考メミーる

“宗教とは一体なんですか?..と聞かれでも、もう大丈夫.....つ

さまざまな世界の宗教

1996. 7. 5 

橋爪大三郎

これまで、駆け足ながら、ユタJヤ教、キリスト教、仏教、イスラム教、儒教について見

てきました。これらについて話しそこねたことも多いですし、そのほかにも、ヒンドゥ一

教、シク教、道教、神道などの宗教があります。けれども、大掴みながら、人類の文化遺

産としての主要な宗教の概略について、理解していただけたのではなし1かと思います。

宗教について考えたのは、宗教それ自体への興味もさることながら、それが社会に及ぼ

す影響が大きいからです。人びとの価値観や行動様式のパックボーンは、多くの場合、宗

教なのです。宗教を理解すると、ある社会の人びとの行動や社会制度を、よりよく理解す

ることができます。そこで、宗教社会学の大先達、マックス・ヴェーパーにならつで、宗

教を下敷きにした社会現象の解明を試みましょう。

経済活動と宗教

ヴェーパーがもっとも注目したのは、経済活動に及ぼす宗教の影響でした。特に、合理

的な経営や営利の精神(世俗内禁欲〕が、どのように組織されるかという点です。

ユダヤ教では、利子をとるのは禁止です。それは、労働の対価でなし1からです。 rゥーエ
ニスの商人』で、ユダヤ人シャイロックが高利貸しとして登場するのはなぜでしょう。そ

れは、キリスト教徒は異教徒なので、宗教法の坪外だからです。イスラム教の場合も、利

子は禁止です。イラン・イスラム革命のあと、シャリア(イスラム法〕に忠実な国づくり

を進めているイランでは、無利子銀行の創設が検討されています。これらの例は、逆に、

営利活動や利潤を宗教的に正当化するのがし1かにむずかしし 1かを示しています。

ヴェーパーの解答は、プロテスタンテイズムがそれをなしとげた、というものでした。

ピューリタニズムは、世俗の職業を神聖化し、労働を美徳としますが、同時に、個々人が

その成果(利潤)に執着することを禁止します。そのため、彼の労働の成果は、自分のも

のではなく神のもの、という性格を帯びます。彼らの構成する法人(企業)は、彼個人と

区別されて、神の栄光を受けつつ拡大再生産を始められます。そのプロセスは、徹底的に

合理化されます。かくて資本主義がスター卜した、というのがヴェーパーの見解でした。

日本人はなぜ勤勉か

ヴ、ェーパーの学説は、社会科学の定説ですが、それなら日本人はなぜ勤勉なのか、宗教

(特にキリスト教の信仰)を持たない日本人がなぜ資本主義を成功させたのか、という疑

問も湧いてきます。この疑問には、ふた通りの解答が可能です。ひとつは、日本人は表面

上宗教を信じていないようにみえるが、実は宗教に等しい信念を持っているとするもの。

もうひとつは、日本人は宗教を信じていないからこそ資本主義で成功したとするもの。

前者の代表は、山本七平氏の仕事でしょう。彼は『勤勉の哲学』を著し、禅宗の鈴木正

三や心学の石田梅岩ら江戸時代の思想家に日本人の勤勉の思想的ルーツを発見しました。

そして、それをベースにした日本人の暗黙を行動様式を、 「日本教」とよんだので、す。

公「講義評価アンケー卜」を配りました。今日中に記入して提出するか、夏休みの始まる

までに酉4号館3階入口の郵便受けに提出して下さい。

後者を明確に主張した学者はいませんが、日本人が、営利を禁止する宗教的ルールを知

らないのは確かです。士農工商の身分秩序は、明治政府の命令であっという聞になくなり

ましたが、インドのカース卜ならこうは行きません。

ちなみに、カース卜制を否定する宗教として、シク教があります。グル・ナーナク 04
69-1548)の創始したシク教は、ヒンドゥー教もイスラム教もひとつの真理を説くと教え、

聖職者を認めず、職業労働を重視し、勤勉で識字率の高い教団をつくりあげました。パン

ジγフ明、|を中心に1400万人、ターバンを巻くなど独特の服装でひと目でわかります。イギ

リスのインド統治まで独立を保っていたのですが、インド/ノぐキスタン分離のあおりで独

立をはたせず、独立運動が続いています。

政治と宗教

キリス卜教はまた、政治にも大きな影響を与えました。

キリスト教の最大の成果は、地上の権威(政治権力)と神の権威(宗教的権威〕とを分

離したことです。ここから、政教分離という近代社会の政治原則がうまれました。

これと対照的なのは、儒教です。儒教には、一神教の神にあたる超越的な権威が存在し

ません。聖人とは、過去の政治家であり、要するに人間です。中国では、政治(人間の人

間に対する関係)がすべてを決するのであり、死後の世界や超越的な権威は考えられてい

ません。政治がよければ、自然災害さえ起こらず、人民は幸福になります。中国の大平原

は大規模な治水土木工事を遂行で、きる巨大な統一権力(官僚制)を不可避としました。

伝統中園では、官僚(政治家)に、権力も富も文化的・社会的威信も、すべての社会的

資源が集中します。商人は経済力があっても、社会的尊敬はえられません。中国で共産主

義が成功したのも、こうした伝統と関係があるでしょう。共産党の官僚制は、中国人にお

なじみでした。いっぽう日本では、共産党が一般民衆の支持を集めたことはありません。

法律と宗教

法律についても、宗教が深い影を落としています。

儒教の話を続けるなら、儒教にいう法律とは“統治階級が民衆に下す命令"です。中国

の法律は、律令の名で知られますが、律(刑法〕を中心とするものです。 r汗IJは士大夫に
のぼらず」とも言って、統治階級の人びとは、必ずしも刑法の処罰の対象でなく、統治者

の指示に従って自罰します。統治階級にとって、法律は自分の支配の道具ですが、民衆に

とっては迷惑このうえないものです。日本人の法律観も、この影響を受けています。

一神教の法律観は、これと大きく違います。法律(律法)は神から発するもので、人聞

社会全体を拘束します。統治階級と一般民衆とは、神に対して連帯責任を負います。そこ

ではじめて、 「法の支配Jが可能になるのです。

儒教は、法治(法の支配)でなく人治(人の支配)が原則でした。社会主義中国が市場

経済に移行しようにも、法の支配が実現しにくいのには、こうした背景があります。

葬礼と宗教

宗教は、社会生活を円滑に運行させるための儀式をそなえているのが普通です。

葬式を例にとれば、日本では仏教の独占事業ですが、これが江戸幕府の政策だったこと

は前にのべました。もともとの仏教は世俗の労働を禁止していましたから、葬式を行なえ

るはずもなく、中国でも葬式は原則として儒教ないし道教のやり方で行ないます。禅宗だ

けは、何でも自分でやるので、{曽侶が死亡すれば葬式を行なったと思われます。

ゾロアスター教は火葬でなく鳥葬ですが、火を神聖視するので火葬はできません。いっ

ぽうイスラム教は火葬でなく土葬ですが、火は地獄を象徴するので、最後の審判まで眠り



につく死者にふさわしくないとされます。キリスト教も、火葬を好みませんが、それはや

はり最後の審判の観念と関連があります。

芸術と宗教

文学、音楽、美術など芸術全般と、宗教とは深い関係にあります。

キリスト教の場合、偶像崇拝が禁止されているにも関わらず、十字架のイエス像をはじ

め、多くの絵画・彫刻作品がつくられました。西洋絵画の歴史は、宗教絵画の歴史と言っ

てもよいくらいです。音楽も、グレゴリオ聖歌(ユダヤ教の聖書朗唱の旋律をひきついだ

もの)→典礼音楽→宗教音楽へと発展し、バロック以降の全盛期を迎えます。今回はまっ

たく時間がありませんでしたが、これら(特に、印象派以前の絵画、クラシック以前の音

楽)を系統的に楽しまれることをお勧めします。

イスラム教の場合、偶像崇拝の禁止が厳格なため、モスクは幾何学的なモザイク文様で

埋めつくされることになりました。だまし絵で=有名な現代の作家エッシャーは、イスラム

のモザイク模様からヒントをえて、作品を着想したと言います。

仏教は、立と~.，二Zでギリシャ文化と接触し、仏像彫刻の伝統を生み出しました。中国

では仏教寺院の中国風建築が発達し、日本にもたらされたのは周知の通りです。そのほか

医学や哲学など、仏教は日本にとって先進国の文化体系そのものを意味しました。

質問に応える

ここで、質問に答えたいと思います(講義で実質的に答えたもの等は抜かします〉。

Q 1 宗教にしても、 「キリス卜教を理解しでもキリス卜教の社会しか理解できないし、

イスラム教を理解してもイスラム教の社会しか理解できなしリという点では政治、法

律、経済などと変わりないのではないでしょうか。 時たしかに宗教も万能ではない

のですが、それは、政治、法律、経済(のみ)を対象とする、政治学や法律学、経済

学の制約とは異なります。簡単のため図示すれば、

/キリスト教の政治・ /イスラム教の政治

キリス卜教長ーキリスト教の法律・・ イスラム教長一 イスラム教の法律

て¥キリス卜教の経済・・・ ¥トイスラム教の経済

のようになっていて、いまの政治学、法律学、経済学は、.-. ....の部分しかやって

いないのです。そこで、それら制度の背景(宗教)をまず明らかにし、それをほかの

宗教と比較する必要があります。比較とは、構造的な類似と差異とを明らかにするこ

と。比較という検証手続きを経れば、 「キリス卜教を理解すれば、イスラム教や仏教

や儒教の社会がよりよくわかる」という効果が期待できるはずです。

Q2 宗教というのは、人間のみに見られるものなのか。教義や儀式がつきものだが、そ

れは人間以外の動物にも存在しえないものだろうか。 時宗教は、高次の精神活動を

前提にすると考えるのが普通です。たとえば、動物は火を恐れ、死を恐れませんが、

人聞は火を恐れず、死を恐れます。それは動物が本能(因果関係によって説明できる

条件反射や生得的プログラムの組み合わせ)に支配されているのに対し、人聞がそれ

から自由だからです。化石人類では、ネアンデルタール人に埋葬の習慣があったこと

が知られていますが、それは不在となった死者(言し、かえれば、いなくなったのちも

そこにいる何ものか)を対象とする行為でしょう。そうした観念が共有されると、儀

式や教義を生み出します。それは、動物の集合行動と異質なものです。

Q3 キリスト教の一番わかりにくいところは、三位一体ではなし、かと思う。.....この考

え方も古代の何らかの考え方にもとづいているのでしょうか。解釈があれば教えてほ

しいです。 時三位一体説は変わった考え方なので、古代によく似た考え方があった

とは聞きません。自分の子供を犠牲にする話(イサクの犠牲)や、罪のない人の子が

救い主となる話 (イザヤ予言)などをもとに、神の子=イエス ・キリス トという発想

がまず生まれ、それが変化していったものでしょう。

Q4 キリストは本当に、律法を守らなくていいと言ったか? =令指摘の部分(keepthe 
co剛 andments)は、モーゼの十戒のことで、パリサイ人の律法(1aw)とは違います。

Q5 教会は、ローマ帝国の圧力を受けて、どこまで妥協したのでし 4うか。<=争本来地

上に無関心だったキリスト教が、 「キリスト教を守る政治権力」というものを考え、

戴冠を行なうということ自体が、妥協と言えます。

Q6 仏教では自助努力を感じるが、キリスト教、ユダヤ教は神にこびて、すそにとりす

がって救ってもらうように思った。このあたりの歴史的背景を知りたい。~講義でも

のべましたが、民族抗争が基本にあります。唯一神に対する敬度な態度を、日本人が

理解しようとすると、浄土宗の他力本願になってしまうので注意のこと。

Q7 輪廻の仏教に「地獄J r閤魔大王J r三途の川IJなどとし寸教理はどこから入って
きたのか。司地獄は六道輪廻のひとつで、もともと仏教にあった。ただし極楽とぺア

をなすものではない。それをぺアにして、地獄には閤魔大王がいるとしたのは中国。

極楽に行く途中に三途の川があるとしたのは、日本の伝統習俗であろう。

Q8 セム族、ハム族は、名前の由来がノアの子供のセム、ハムにあるのでしぶうか。
時そうだと思います。

Q9 朝鮮半島の南北の対立など(中略〉宗教対立が国家聞の対立を生んでいるとしたら、

政治と宗教を切り離すことができなくなる(中略)。日本人の「政教分離Jの考え方

は世界に適用しないのか? 斗「政教分離」はキリスト教の考え方。宗教対立が国家

の対立を生む場合もある(あった)が、国家はイデオロギーや民族や利害の対立でう

まれる。キリスト教の影響力のもと、政教分離は、国際社会の共通ルールです。

犬質問をして下さった皆さんには、一枚につき 2~3 点加点しました。有難う。

ti試験一..次週c7月12日)、試験を行ないます。半分が知識問題、残りが論述問題。持

主主全茎土色。教室は、 2年生がW241、それ以外の皆さんがH141です。

ti小テストカヴァ- 2/3"…①般若心経を書写して提出すると、一枚につき l点、加点

します。 6枚を上限とし、それを越える分は、欠点の場合に加点します。または、②般若

心怪を読んで、考えたことをレポー卜用紙2枚にまとめて提出して下さし、。締切は7月一杯。

公小テストカヴァ- 3/3・ ・①試験の答案用紙の裏に、論語の一節を書くと l点加点

します。上限は 6点、それを越える分は、欠点の場合に加点します。漢文でも読み下し文

でも可。または、②論語を読んで考えたことを、レポー卜用紙2枚にまとめて提出して下

さい。締切りは7月一杯。

食そのほか、任意レポー卜(題自由)を随時受け付けています。

カ試験の答案を、 9月2日以降返却します。返却したあと、任意レポートは出せません。

試験に代わるレポー卜

課題……今回の講義の内容を参考にしつつ、あなたの関心にもとづいて宗教に関わる

テーマを設定し、複数の宗教の比較をまじえながら、自由に論じなさい。

枚数・・…レポー卜用紙5枚 (400字詰め原稿用紙換算で15枚〉程度

締切…...9月2日(月〉午後5時 提出場所…..西4号館3階人口郵便受 (or郵送)


